
５２
日
間
か
け
て

日
比
谷
公
園
へ

２
年
に
一
度
、
ソ
ウ
ル
か

ら
東
京
を
歩
く
「
第
６
次
２１

世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

ソ
ウ

ル
―
東
京
友
情
ウ
オ
ー
ク
」

（
主
催
・
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
協
会
な
ど
、
主
管
・
「
友

情
ウ
オ
ー
ク
の
会
」
、
後
援

・
韓
国
民
団
な
ど
）
が
、
４

月
１
日
に
ソ
ウ
ル
・
景
福
宮

を
出
発
す
る
。

２
０
０
７
年
の
第
１
次
か

ら
こ
れ
ま
で
５
回
活
動
し
、

延
べ
９
２
８
３
人
が
参
加
し

た
。
今
回
は
５２
日
間
か
け
て

５
月
２２
日
午
後
、
東
京
・
皇

居
を
経
由
し
て
日
比
谷
公
園

に
ゴ
ー
ル
す
る
。

隣
国
の
首
都
を
結
ぶ
世
界

に
例
が
な
い
ウ
オ
ー
ク
は
、

今
回
も
韓
国
・
日
本
・
在
日

韓
国
人
が
参
加
し
て
友
情
を

深
め
、
沿
道
の
人
た
ち
に
も

「
朝
鮮
通
信
使
」
の
ユ
ネ
ス

コ
世
界
記
憶
遺
産
化
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
実
現
に
向
け
て
一

役
買
っ
て
出
る
と
い
う
も

の
。歩

行
距
離
は
ソ
ウ
ル
か
ら

釜
山
ま
で
の
２２
日
間
が
５
２

５

、
対
馬
か
ら
東
京
ま
で

３０
日
間
が
６
３
３

の
合
計

１
１
５
８

。
ソ
ウ
ル
か
ら

東
京
ま
で
の
全
行
程
を
歩
く

本
隊
は
、
韓
国
側
か
ら
宣
相

圭
隊
長
は
じ
め
４
人
、
日
本

側
か
ら
遠
藤
靖
夫
隊
長
を
含

む
１５
人
、
そ
の
う
ち
在
日
韓

国
人
が
２
人
含
ま
れ
て
い

る
。
大
阪
の
金
承
南
氏
と
千

葉
の
李
性
任
さ
ん
だ
。
二
人

と
も
第
５
次
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
で
、
金
さ
ん
は
参
加
者

の
中
で
も
最
高
齢
の
８３
歳
。

６０
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦
し
た
ア
ス
リ
ー
ト

だ
。
李
さ
ん
は
「
友
情
ウ
オ

ー
ク
の
会
」
が
月
に
一
度
開

催
す
る
東
京
・
山
手
線
１
周

ウ
オ
ー
ク
４０

の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
も
参
加
し
て
い
る
。

６
次
ウ
オ
ー
ク
に
申
し
込

ん
だ
の
は
、韓
国
人
が
２４
人
、

日
本
人
が
３１
人
、
在
日
韓
国

人
が
６
人
で
合
計
６１
人
。
そ

の
う
ち
初
参
加
が
１７
人
い

る
。
地
域
も
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
福
岡
と
幅
広
い
。

６
回
連
続
参
加
の
大
阪
の

李
恵
美
子
さ
ん
は
、
「
何
回

参
加
し
て
も
感
動
が
違
う
。

見
慣
れ
た
風
景
も
新
し
く
見

え
る
し
、
何
と
言
っ
て
も
ま

た
同
じ
仲
間
と
健
康
で
歩
け

る
の
が
素
晴
ら
し
い
」
と
言

う
。初

参
加
の
金
升
子
さ
ん
は

元
国
際
医
療
福
祉
大
学
準
教

授
で
、
ソ
ウ
ル
か
ら
釜
山
ま

で
歩
く
。
大
阪
か
ら
名
古
屋

ま
で
歩
く
東
京
・
民
団
渋
谷

支
部
の
金
保
雄
支
団
長
は

「
山
手
線
ウ
オ
ー
ク
で
気
さ

く
な
仲
間
と
出
会
っ
た
の

が
、
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
。
９
日
間
、
２
５

０

し
か
歩
け
な
い
が
、
い

ず
れ
は
韓
国
と
日
本
の
田
舎

道
を
歩
き
な
が
ら
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
る
。

最
終
日
の
５
月
２２
日
は
Ｊ

Ｒ
川
崎
駅
東
口
を
午
前
８
時

に
出
発
し
、２０

の
道
の
り
。

ゴ
ー
ル
の
日
比
谷
公
園
に
は

１５
時
頃
到
着
予
定
だ
。
遠
藤

隊
長
は
「
ラ
ス
ト
ウ
オ
ー
ク

１
日
だ
け
で
も
参
加
し
て
、

ゴ
ー
ル
の
感
動
を
と
も
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
デ
ー
リ

ー
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
参
加
費
は
５
０
０
円
。

今
回
、
在
外
投
票
が
可
能

な
在
日
韓
国
人
は
今
年
５
月

９
日
の
時
点
で
満
１９
歳
以
上

に
な
り
、
韓
国
旅
券
を
所
持

し
て
い
る
人
。
投
票
所
は
大

使
館
・
総
領
事
館
な
ど
韓
国

公
館
所
在
地
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
投
票
す

る
際
に
は
旅
券
で
は
な
く
、

国
籍
確
認
書
類
と
し
て
必
ず

特
別
永
住
者
証
明
書
ま
た
は

在
留
カ
ー
ド
を
持
参
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

執
行
委
員
会
で
決
め
ら
れ

た
推
進
計
画
で
は
、
第
１
段

階
と
し
て
、
２５
、
２６
日
の
両

日
を
「
集
中
登
録
日
」
と
し

て
、
民
団
支
部
（
本
部
）
を

開
け
、
ま
だ
選
挙
人
登
録
を

し
て
い
な
い
在
日
韓
国
人
を

対
象
に
、
旅
券
を
支
部
（
本

部
）
に
持
参
す
れ
ば
、
選
挙

人
登
録
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
に
し
た
。

特
別
永
住
者
ま
た
は
永
住

者
で
韓
国
国
内
に
住
民
登
録

ま
た
は
居
所
申
告
を
し
た
こ

と
が
な
い
在
日
韓
国
人
は
、

「
在
外
選
挙
人
」
と
な
る
。

２
０
１
２
年
の
第
１８
代
大

統
領
選
挙
ま
た
は
昨
年
の
第

２０
代
国
会
議
員
選
挙
の
際
に

選
挙
人
登
録
し
て
い
る
「
在

外
選
挙
人
」
は
、
永
久
登
録

名
簿
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
な

く
、
投
票
が
で
き
る
。
一
方
、

旅
行
や
留
学
、
駐
在
な
ど
で

韓
国
を
離
れ
て
お
り
、
韓
国

内
に
住
民
登
録
ま
た
は
国
内

居
所
申
告
を
し
て
い
る
韓
国

人
は
「
国
外
不
在
者
」
で
、

改
め
て
申
告
が
必
要
だ
。

第
２
段
階
は
、
地
方
委
員

会
・
大
会
を
通
じ
て
、
投
票

を
徹
底
周
知
す
る
。
今
回
の

大
統
領
選
挙
の
在
外
投
票
期

間
は
、４
月
２５
日
～
３０
日（
い

ず
れ
も
午
前
８
時
～
午
後
５

時
）
の
６
日
間
。
登
録
済
み

の
団
員
ら
に
広
く
呼
び
か
け

投
票
参
加
を
促
す
。

大
統
領
選
挙
の
立
候
補
者

登
録
締
め
切
り
は
４
月
１６

日
。
ど
の
政
党
か
ら
ど
う
い

う
候
補
が
出
馬
す
る
の
か
、

在
日
韓
国
人
に
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
の
声
を
受
け
、
民

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
候
補
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
公
約
な
ど
に
つ
い
て
掲
載

す
る
予
定
だ
。

「
集
中
登
録
日
（
土
・
日

曜
日
）
」
計
画
を
受
け
、
公

館
所
在
の
東
京
、
愛
知
、
大

阪
、
福
岡
な
ど
大
手
地
方
本

部
で
は
支
部
事
務
所
を
オ
ー

プ
ン
し
、
選
挙
人
未
登
録
団

員
の
新
規
登
録
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
態
勢
を
と
る
。

投
票
所
は
全
国
の
公
館
所

在
地
に
設
け
る
が
、
１
人
で

も
多
く
投
票
で
き
る
よ
う
、

東
京
都
内
に
は
韓
国
中
央
会

館
（
麻
布
十
番
）
の
ほ
か
、

民
団
豊
島
支
部
（
池
袋
）
、

在
日
韓
国
人
貴
金
属
協
会
ビ

ル
（
上
野
）
に
置
く
。

在
外
選
挙
人
の
新
規
登
録

は
、
最
寄
り
の
韓
国
公
館
で

今
月
３０
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
る
。
以
下
の
書
類
と
個
人

情
報
が
必
要
。

◆
在
外
選
挙
人

１

在
外
選
挙
人
登
録
申
請

（
所
定
様
式

ハ
ン
グ
ル
）

２

旅
券
の
番
号
（
有
効
期
間

内
の
も
の
）
３

本
籍
地
と
両

親
の
姓
名
（
ハ
ン
グ
ル
）

◆
国
外
不
在
者

１

国
外
不
在
者
申
告
書
（
所

定
様
式

ハ
ン
グ
ル
）
２

旅

券
の
番
号
３

韓
国
の
住
民
登

録
番
号
（
住
民
登
録
上
の
住

所
）開

設
中
の
在
外
選
挙
の
公

式
サ
イ
ト
（
韓
国
語
）（
日
本

語
）
か
ら
も
登
録
・
申
告
が

可
能
。（ova.nec.go.kr

）

韓
国
憲
法
裁
判
所
が
１０
日
に
朴
槿
恵
大
統
領
の
罷
免
を
宣
告
し
た
こ
と
を
受
け
、
第
１９
代
大
統
領
選

挙
が
５
月
９
日
に
繰
り
上
げ
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
団
中
央
本
部
は
１６
日
、
臨
時
中
央
執
行

委
員
会
を
開
き
、
大
統
領
選
挙
に
と
も
な
う
在
外
国
民
の
投
票
参
加
推
進
に
つ
い
て
計
画
を
決
め
た
。

選
挙
人
登
録
を
し
て
い
な
い
団
員
に
登
録
を
促
す
「
集
中
登
録
日
」
を
決
め
た
ほ
か
、
４
月
２５
日
か
ら

３０
日
ま
で
の
在
外
投
票
期
間
中
に
一
人
で
も
多
く
の
団
員
に
投
票
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
方
策
を
講
じ

る
こ
と
が
主
な
内
容
。
大
統
領
選
立
候
補
者
登
録
が
終
わ
る
４
月
１６
日
以
降
は
、
候
補
者
や
公
約
な
ど

を
民
団
新
聞
紙
面
で
紹
介
す
る
予
定
だ
。

同胞が多く住む地域で在外選挙
への積極参加を呼びかける青年
会（２１日、東京荒川区の赤門会で）

在
日
韓
国
青
年
会
中
央
本

部
（
朴
裕
植
会
長
）
は
２１
、

２２
の
両
日
、
東
京
・
三
河
島

（
荒
川
区
）
や
関
原
（
足
立

区
）
、
新
大
久
保
（
新
宿
区
）

を
は
じ
め
、
神
奈
川
・
川
崎

な
ど
、
在
日
韓
国
人
が
多
く

住
む
地
域
で
、
「
在
外
国
民

投
票
啓
発
集
中
活
動
」
を
行

っ
た
。
街
頭
に
出
向
き
、
一

人
で
も
多
く
の
在
日
韓
国
人

に
大
統
領
選
挙
人
登
録
と
投

票
を
促
す
と
い
う
も
の
。
訪

問
目
標
の
１
０
０
件
を
回
っ

た
。２１

日
は
「
三
河
島
ア
ク
シ

ョ
ン
」
と
題
し
て
、
三
河
島

駅
周
辺
の
学
校
や
同
胞
経
営

の
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー
や
ビ
ラ

配
布
活
動
を
実
施
し
た
。

ま
ず
同
会
東
京
本
部
の
鄭

昇
栄
会
長
ら
が
、
民
団
荒
川

支
部
の
鄭
己
順
事
務
部
長
ら

と
日
暮
里
に
あ
る
赤
門
会
日

本
語
学
校
を
訪
れ
、
朴
時
賛

理
事
長
に
「
留
学
生
へ
の
不

在
者
申
告
・
投
票
」の
案
内
を

依
頼
し
た
。
朴
理
事
長
は
約

３
０
０
人
の
韓
国
人
学
生
に

ビ
ラ
と
メ
ー
ル
を
送
る
と
約

束
し
、
さ
っ
そ
く
同
校
受
付

に
「
祖
国
へ
の
愛
、
大
韓
民

国
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

書
か
れ
た
在
外
選
挙
用
の
ポ

ス
タ
ー
を
貼
っ
て
く
れ
た
。

続
い
て
、
同
胞
の
焼
肉
店

な
ど
を
訪
れ
、
ポ
ス
タ
ー
貼

付
を
依
頼
し
た
。
韓
国
人
信

者
が
多
い
東
京
芸
能
教
会
に

は
、
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
ビ
ラ

で
の
告
知
も
お
願
い
し
た
。

２２
日
は
関
原
と
新
大
久

保
、
神
奈
川
の
川
崎
地
域
で

も
同
様
の
活
動
を
継
続
し

た
。
朴
会
長
は
「
投
票
参
加

に
結
び
つ
け
る
と
同
時
に
、

青
年
会
の
組
織
活
性
化
に
も

つ
な
げ
た
い
」
と
意
気
込
み

を
見
せ
て
い
た
。

ソウルの景福宮を出発する前回の第
５次ウオーク一行（１５年４月１日）

横浜幸銀信組が業務開始
韓信協会員組合の横浜中央信用組合と九州幸

銀信用組合が１３日に合併し、横浜幸銀信用組合
としてスタートした。営業エリアは１６県にまた
がる。 （２面）

名古屋市議会
反ヘイト方針
名古屋市議会が２月の定例

会本会議で、反ヘイトスピー
チ条例制定に取り組む方針を
表明。条例を制定した大阪市
や制定を急ぐ川崎市に続き、
動向が注目される。（５面）

米
国
の
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
国

務
長
官
は
１７
日
、
ソ
ウ
ル
で

の
尹
炳
世
外
交
部
長
官
と
の

会
談
後
の
共
同
記
者
会
見
で

北
韓
政
策
に
つ
い
て
「
戦
略

的
忍
耐
政
策
は
終
わ
っ
た
」

と
強
調
。
「
北
韓
が
核
兵
器

・
大
量
破
壊
兵
器
を
放
棄
し

な
け
れ
ば
対
話
し
な
い
。
外

交
・
安
保
・
経
済
と
い
っ
た

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
措
置
を
模

索
し
、
す
べ
て
の
オ
プ
シ
ョ

ン
を
検
討
す
る
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
対
北
韓
先
制
攻
撃

問
題
に
つ
い
て
は
、
「
軍
事

的
確
執
に
ま
で
発
展
す
る
こ

と
は
望
ん
で
い
な
い
。
北
韓

が
脅
迫
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に

高
め
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル

ま
で
行
け
ば
行
動
す
る
だ
ろ

う
」
と
厳
し
い
姿
勢
を
示
唆

し
た
。

両
外
相
は
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加

盟
国
に
対
し
て
、
北
韓
に
圧

力
を
か
け
る
た
め
の
外
交
を

と
も
に
展
開
す
る
こ
と
で
一

致
し
た
。
尹
長
官
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪

問
し
た
事
実
や
、
今
後
の
ベ

ト
ナ
ム
訪
問
計
画
を
伝
え
る

と
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
長
官
は

「
対
東
南
ア
ジ
ア
外
交
で
韓

米
間
の
協
調
を
よ
く
し
て
い

こ
う
」
と
応
じ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
発
生
し
た

金
正
男
氏
殺
害
事
件
で
猛
毒

の
神
経
剤
「
Ｖ
Ｘ
」
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
重
く
み

韓
国
と
米
国
は
、
多
国
間
会

議
や
２
国
間
会
談
の
機
会
を

活
用
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

国
を
対
象
に
北
韓
と
の
外
交

関
係
を
見
直
す
よ
う
促
す
こ

と
に
し
た
。

北
ミ
サ
イ
ル
探
知

追
跡
へ
合
同
訓
練

韓
米
日
３
国

韓
米
日
３
カ
国
が
１４
、
１５

の
２
日
間
、
韓
半
島
周
辺
の

海
上
で
イ
ー
ジ
ス
艦
を
投
入

し
、
北
韓
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル

を
探
知
、
追
跡
す
る
訓
練
を

実
施
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ

た
訓
練
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
の

探
知
・
追
跡
、
情
報
共
有
の

手
順
な
ど
を
確
認
し
た
。

北
韓
が
６
日
に
弾
道
ミ
サ

イ
ル
４
発
を
発
射
し
、
こ
の

う
ち
３
発
は
日
本
の
排
他
的

経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
に

落
下
し
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
。
同
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
在

日
米
軍
基
地
を
狙
っ
た
訓
練

だ
っ
た
と
、
７
日
に
朝
鮮
中

央
通
信
が
伝
え
て
い
た
。

３
カ
国
合
同
訓
練
は
昨
年

６
月
以
来
４
回
目
。
昨
年
１１

月
、
韓
国
と
日
本
が
軍
事
情

報
包
括
保
護
協
定
を
締
結
し

て
か
ら
は
２
回
目
。

韓
国
憲
法
裁
判
所
は
１０

日
、
裁
判
官
８
人
全
員
の
賛

成
で
朴
槿
恵
大
統
領
の
罷
免

を
言
い
渡
し
た
。
現
職
大
統

領
の
弾
劾
審
判
は
２
０
０
４

年
の
盧
武
鉉
大
統
領
に
続
き

２
回
目
だ
が
、
罷
免
さ
れ
る

の
は
初
め
て
。

憲
法
裁
の
決
定
は
宣
告
と

同
時
に
効
力
が
発
生
し
、
職

務
停
止
状
態
の
朴
大
統
領
は

任
期
を
全
う
で
き
ず
、
大
統

領
職
か
ら
退
い
た
。
大
統
領

職
は
当
分
の
間
、
黄
教
安
国

務
総
理
が
権
限
代
行
を
務
め

る
。憲

法
裁
所
長
代
行
の
李
貞

美
裁
判
官
は
朴
大
統
領
が
親

友
の
崔
順
実
被
告
の
国
政
介

入
を
認
め
、
大
統
領
と
し
て

の
権
限
を
乱
用
し
た
と
し

た
。
ま
た
、「
憲
法
は
公
務
員

を
国
民
全
体
へ
の
奉
仕
者
と

規
定
し
て
い
る
」
と
し
て
、

「
大
統
領
の
行
為
は
崔
被
告

の
私
益
の
た
め
、
大
統
領
の

地
位
と
権
限
を
乱
用
し
た
と

み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
た
。さ
ら
に
、朴
大

統
領
が
崔
被
告
の
国
政
介
入

の
事
実
を
徹
底
的
に
隠
し
、

疑
惑
が
提
起
さ
れ
る
た
び
に

否
認
し
て
む
し
ろ
疑
惑
提
起

を
非
難
し
た
と
指
摘
。
「
一

連
の
言
動
を
み
る
と
、
法
の

違
反
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
、

憲
法
を
守
る
意
志
が
み
ら
れ

な
い
」
と
し
て
、
「
大
統
領

の
違
憲
、
違
法
行
為
は
国
民

の
信
任
を
裏
切
っ
た
も
の
で

あ
り
、
憲
法
守
護
の
観
点
か

ら
容
認
で
き
な
い
重
大
な
行

為
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
結
論
付
け
た
。

「

朝

鮮

通
信
使
」

世
界
遺
産
化
ア
ピ
ー
ル
も

第６次

ソ
ウ
ル
～
東
京

友
情
ウ
オ
ー
ク

４
月
１
日
に
景
福
宮
出
発

青年会

投
票
啓
発
活
動
行
う

東
京
・
神
奈
川

同
胞
密
集
地
域
で

戦略的忍耐「終わった」
米国務長官 尹外相と共同会見

対
北
政
策

朴
大
統
領
を
罷
免

憲
法
裁
判
所
「
重
大
な
法
違
反
」

選挙人登録・申告 ３０日締切
大統領選挙 投

票
日
は
４
月
２５
日
～
３０
日

在

外

一
人
で
も

多
く
参
加

各
地
民
団
で
積
極
広
報

（毎週水曜日発行）週 刊２０１７年３月２２日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２８６４号（１）

次
号
は
３
月
２９
日
付

今号の読みどころ



◆ＬＧ 新型スマートウォッチ発売

ＬＧ電子は１１日、新型のスマート

ウォッチ「ＬＧ

ウォッチスポー

ツ」と「ＬＧウ

ォッチスタイ

ル」を韓国で発

売した。価格は

それぞれ４５万１０

００ と３１万９０００ 。両製品ともグー

グル社のスマートウォッチ向けの基

本ソフト「アンドロイドウェア２．０」

が搭載されており、従来のようにス

マートフォンを使わずにアプリがダ

ウンロードできる。

◆漫画『未生』日本文化庁が表彰

韓国で大ヒットし、日本でもテレ

ビドラマ化された漫画『未生 ミセ

ン』が日本文化庁主催の第２０回文化

庁メディア芸術祭でマンガ部門の優

秀賞に選ばれた。漫画・アニメーシ

ョンなど４部門で８８カ国・４０３４作品

を審査した結果。「絵とストーリーに

力があり、物語に引き込まれる」と

審査員より受賞理由が述べられた。

◆ロッテワールドタワー４月オープン

韓国最高層となる１２３階建て、高

さ５５５ のロッテワールドタワーが

来月３日にオープンする。オフィス

や高級マンションとして活用される

ほか、ミシュラン３つ星を獲得した

有名シェフが手掛けるレストランも

開店する。最上階の展望台はソウル

の景色が一望できる。また天気が良

ければ仁川の松島や黄海まで見渡す

ことができる。

◆エバーランドにＶＲアトラクション

韓国の遊園地エバーランドはヴァ

ーチャルリアリティ（ＶＲ）を用い

た新アトラクション「ロボットＶＲ」

を２４日からスタートさせる。サムス

ン電子の「Ｇｅａｒ ＶＲ」を装着

することでロボットに搭乗し、操縦

するような仮想体験ができる。利用

料金は５０００ 。

◆仁川空港、１２年連続満足度世界一

国際空港評議会がサービスや施設

運用の満足度を調査して、世界の各

空港を採点する空港サービス評価で

仁川空港が５点満点中４．９９点を獲得

し、総合首位になった。１２年連続の

快挙。セキュリティチェックエリア

の増設や免税品引き渡し施設の拡充

により迅速な出入国が可能になった

点が高く評価された。

◆ソウル４８時間観光パス発売へ

ソウル市は現在、外国人専用観光

パス「ディスカバーソウルパス」の

４８時間分の発売

を計画してい

る。昨年７月に

発売されたこの

パスは旧王宮や

美術館など１６カ

所の観光施設で

利用でき、交通用のＩＣカードとし

ても使える。現在は２４時間分しかな

く、市は４８時間券の発売に向けて、

利用できる加盟店を増やす方針だ。

◆ソウルＷＤＪフェス ５月開催

世界中からＤＪが

集まる「２０１７ソウル

ワールドＤＪフェス

ティバル」が、ソウ

ルの蚕室総合運動場

メイン競技場で５月

１３～１４日の間、開催

される。同イベント

は２００７年から始ま

り、今年で１１回目。

これまで人気ＤＪを招き、毎年５万

人以上の観客を動員した。今年はカ

ナダやスウェーデンからゲストが登

場する予定だ。

韓
国
内
居
住
在
日
同
胞
に

対
す
る
育
児
関
連
福
祉
か
ら

の
排
除
の
原
因
は
全
世
界
７

２
０
万
人
に
及
ぶ
在
外
同
胞

の
う
ち
、
在
日
だ
け
が
持
つ

特
殊
な
地
位
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
一
言
で
言
う

と
、
「
韓
国
の
在
外
国
民
の

う
ち
、
唯
一
の
非
自
発
的
移

民
」
で
あ
る
。

在
米
同
胞
を
は
じ
め
と
す

る
１
９
６
０
年
代
以
降
の
自

発
的
移
民
の
う
ち
、
韓
国
籍

を
維
持
し
て
い
る
場
合
は
実

質
的
に
本
国
人
と
同
等
の
地

位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
中

国
朝
鮮
族
や
旧
ソ
連
高
麗
人

と
い
っ
た
非
自
発
的
移
民
は

外
国
籍
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
多
文
化
支
援

の
対
象
と
な
り
、
内
国
人
に

比
し
て
幅
広
い
施
策
が
行
わ

れ
て
い
る
。

一
方
、
在
日
同
胞
だ
け
は

ど
ち
ら
か
ら
も
排
除
さ
れ
て

き
た
。
最
近
、
民
団
か
ら
の

質
問
に
対
し
、
女
性
家
族
部

は
１４
年
か
ら
韓
国
居
住
在
日

同
胞
も
多
文
化
支
援
の
対
象

に
含
め
て
い
る
と
回
答
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て

制
度
の
是
正
を
請
願
し
た
在

日
同
胞
に
す
ら
周
知
さ
れ
た

形
跡
は
な
い
。

１５
年
１１
月
、
韓
国
国
家
人

権
委
員
会
が
教
育
部
と
保
健

福
祉
部
に
対
し
、
日
本
の
永

住
権
を
持
ち
、
韓
国
内
で
暮

ら
す
韓
国
籍
（
法
的
地
位
は

在
外
国
民
）
の
子
ど
も
に
対

す
る
行
政
に
対
す
る
育
児
手

当
（
内
国
人
向
け
）
か
ら
の

排
除
を
是
正
す
る
よ
う
勧
告

を
行
っ
た
（
強
制
力
は
な

い
）
。
そ
の
審
理
の
際
に
出

さ
れ
た
行
政
側
の
主
張
は
、

「
（
韓
国
）
国
内
永
住
居
住

の
意
思
が
不
明
確
な
在
外
国

民
に
対
し
て
ま
で
拡
大
し
て

支
給
す
る
の
に
は
社
会
的
合

意
お
よ
び
慎
重
な
検
討
が
必

要
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る

「
国
内
永
住
居
住
」
と
「
社

会
的
合
意
」
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
韓
国
で
数
十
年
暮

ら
そ
う
と
、
海
外
に
永
住
権

を
持
つ
場
合
、
そ
れ
を
放
棄

し
な
い
限
り
「
国
内
永
住
居

住
」と
は
み
な
さ
れ
ず
、「
在

外
国
民
」
と
し
て
権
利
の
制

限
を
受
け
る
。

一
方
で
複
数
国
籍
所
持
を

認
め
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て

お
り
、
在
外
国
民
は
ど
こ
で

生
ま
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
居

住
国
が
出
生
地
主
義
の
在
米

同
胞
の
よ
う
に
韓
国
と
米
国

双
方
で
権
利
が
保
障
さ
れ
る

場
合
も
あ
れ
ば
、
在
日
同
胞

の
よ
う
に
双
方
か
ら
排
除
さ

れ
る
場
合
も
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
は
矛
盾
で
あ
る
。

「
社
会
的
合
意
」
が
必
要

と
い
う
主
張
の
背
景
に
は
韓

国
社
会
に
は
在
外
同
胞
全
般

に
対
す
る
根
強
い
反
感
が
あ

る
。
「
自
ら
国
を
捨
て
、
義

務
も
果
た
さ
な
い
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
認

識
は
誤
り
で
あ
る
。
現
在
は

１８
歳
か
ら
３７
歳
ま
で
の
間
に

通
算
３
年
間
、
韓
国
に
滞
在

す
れ
ば
特
別
永
住
者
で
あ
ろ

う
と
兵
役
の
対
象
で
あ
る
。

ま
た
、
在
日
同
胞
は
韓
国
戦

争
に
お
い
て
、
世
界
初
の
在

外
国
民
に
よ
る
参
戦
を
行
っ

た
上
、
多
大
な
犠
牲
も
払
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
が

韓
国
社
会
で
全
く
認
識
さ
れ

な
い
ば
か
り
か
、
「
兵
役
忌

避
者
」と
見
な
さ
れ
、反
感
の

対
象
に
す
ら
な
っ
て
い
る
。

過
去
、
韓
国
に
お
い
て
在

外
同
胞
と
い
え
ば
在
日
同
胞

を
指
し
て
い
た
が
、
現
在
は

在
米
同
胞
や
中
国
朝
鮮
族
な

ど
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

昨
年
、
民
団
創
立
７０
周
年

を
記
念
し
在
日
同
胞
に
関
す

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
多
く
放
映

さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
活

動
は
在
日
の
貢
献
を
教
科
書

に
記
述
す
る
こ
と
な
ど
を
含

め
、
絶
え
ず
実
践
さ
れ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
存
在
の
認

知
を
受
け
て
初
め
て
制
度
に

反
映
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
地
位
向
上

の
主
張
も
大
切
だ
が
、
国
籍

の
存
す
る
母
国
に
お
け
る
地

位
の
不
安
定
を
放
置
し
て
は

な
ら
な
い
。

韓
信
協
（
在
日
韓
国
人
信
用
組
合
協
会
）
の
会
員
組
合
で
あ
る
横
浜
中
央
信
用
組
合
（
本
店
・
横
浜
市
）
と
九
州
幸

銀
信
用
組
合
（
本
店
・
福
岡
市
）
が
１３
日
を
も
っ
て
合
併
し
、
横
浜
幸
銀
信
用
組
合
（
理
事
長

呉
龍
夫
韓
信
協
会
長
。

本
店
・
横
浜
市
、
本
部
・
横
浜
、
福
岡
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
営
業
エ
リ
ア
は
関
東
、
北
陸
、
甲
信
越
、
九
州
の

１６
県
に
ま
た
が
る
広
域
圏
と
な
り
、
全
国
１
５
３
の
信
用
組
合
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
預
金
で
１４
位
、
貸
出
金
は
９
位
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
韓
信
協
の
会
員
組
合
は
５
に
な
っ
た
。

【
神
奈
川
】
１３
日
午
前
８

時
半
、
横
浜
市
中
区
蓬
莱
町

の
本
店
ビ
ル
前
と
福
岡
市
博

多
区
の
福
岡
本
部
ビ
ル
前
で

同
時
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
新
生
の
横
浜
幸
銀
信

用
組
合
と
し
て
全
２６
店
舗
が

一
斉
に
業
務
を
開
始
し
た
。

２
月
２８
日
基
準
に
よ
る
と

合
併
後
の
総
預
金
高
は
３
２

０
２
億
５
８
０
０
万
円
、
貸

出
金
は
２
３
５
２
億
１
０
０

万
円
。
組
合
員
数
は
５
万
９

７
０
人
、
店
舗
２６
、
常
勤
役

職
員
３
１
５
人
と
な
る
。

両
組
合
が
合
併
作
業
を
本

格
化
さ
せ
た
の
は
昨
年
秋
以

来
。
金
融
機
関
の
競
争
激
化

を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
成
長

を
遂
げ
る
た
め
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
追
求
が
不
可
欠

と
判
断
し
、
１０
月
２７
日
に
合

併
合
意
書
を
締
結
し
た
。
１２

月
２２
日
に
合
併
契
約
書
を
交

わ
し
、
今
年
１
月
１０
日
に
両

組
合
が
同
時
に
臨
時
総
代
会

を
開
き
、
合
併
契
約
書
を
賛

成
多
数
で
承
認
し
た
。

両
組
合
で
は
、
合
併
が
金

融
仲
介
機
能
を
強
化
し
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
機

会
に
も
な
る
と
相
乗
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。

呉
龍
夫
理
事
長
は
「
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
効
率
性
を

高
め
る
こ
と
で
営
業
基
盤
が

強
化
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に

顧
客
へ
の
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
」と
し
、「
感

謝
・
誠
意
・
積
極
の
３
つ
を

経
営
理
念
に
役
職
員
一
同
、

全
力
で
取
り
組
む
」
と
新
た

な
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

◆
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

横
浜
幸
銀
信
用
組
合
で
は

合
併
を
記
念
し
て
、
０
・
５

％（
非
組
合
員
は
０
・
４
％
）

の
高
利
率
定
期
預
金
商
品

「
合
併
記
念
定
期
預
金
」
を

１３
日
か
ら
開
始
し
た
。
預
け

入
れ
金
額
は
１
契
約
当
た
り

５０
万
円
以
上
、
１
０
０
０
万

円
以
下
で
個
人
・
法
人
と
も

に
受
け
付
け
る
。
５
月
２６
日

ま
で
実
施
す
る
が
募
集
金
額

の
１
５
０
億
円
に
達
し
た
場

合
は
取
扱
を
中
止
す
る
場
合

も
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
０

１
２
０
・
８
６
・
１
４
９
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
へ
。

韓
・
日
・
中
箸
物
語

今
年
発
刊
で
合
意

清
州
市
と
箸
協
会

韓
国
の
忠
清
北
道
清
州
市

と
日
本
の
国
際
箸
文
化
協
会

は
１４
日
、
書
籍
「
韓
・
中
・

日
箸
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
を
今

年
か
ら
発
刊
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
箸
の
歴
史
、
文
化
、

教
育
、
飲
食
な
ど
テ
ー
マ
別

に
出
版
さ
れ
る
。

国
際
箸
文
化
協
会
の
浦
谷

兵
剛
理
事
長
は
こ
の
日
、
清

州
市
を
訪
問
し
、
今
年
１１
月

１１
日
に
同
市
で
開
催
さ
れ
る

「
箸
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
成

功
に
向
け
、日
本
の
箸
職
人
、

箸
の
資
料
、
ア
ー
ト
商
品
な

ど
を
支
援
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
。

李
承
勲
清
州
市
長
は
「
箸

と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
は
歴
史

と
文
化
、
興
味
と
共
感
、
教

育
と
産
業
と
い
う
特
性
が
あ

り
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
世
界

的
な
資
源
に
な
る
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

横浜幸銀信組本店前でテープカット

福
岡
本
部
前
で
も

【
大
阪
】
近
畿
産
業
信
用

組
合
の
城
東
支
店
（
大
本
崇

博
理
事
長
、
安
田
貴
章
支
店

長
）
が
１３
日
、
大
阪
市
鶴
見

区
か
ら
城
東
区
の
中
心
部
、

通
称
「
が
も
よ
ん
」
の
愛
称

で
知
ら
れ
る
蒲
生
４
丁
目
エ

リ
ア
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
１
・
２
階
の
延

床
面
積
は
、４
９
９
平
方

。

１
階
に
２４
時
間
稼
働
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
３
台
置
い
た
。
情
報
モ

ニ
タ
ー
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
、
全
自
動
型
貸
金
庫
も

備
え
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で

大
本
理
事
長
は
、
「
地
域
の

み
な
さ
ん
に
よ
り
満
足
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
ま
い
進
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

住
所
は
大
阪
市
城
東
区
中

央
１
―
１３
―
１８
、

０
６
・

６
９
３
９
・
８
４
８
１
。

ア
ジ
ア
最
大
級
の
食
品
・

飲
料
専
門
展
示
会
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｘ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２

０
１
７
」
が
１０
日
ま
で
の
４

日
間
、
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
か
れ
、
約
８
万
人
の
入

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

韓
国
パ
ビ
リ
オ
ン
は
韓
国

農
水
産
食
品
流
通
公
社
（
ａ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
）
管
轄
の
下
、

過
去
最
多
と
な
る
１
１
３
社

が
日
本
市
場
へ
の
参
入
を
目

指
し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
行
っ
た
。
ほ
か
に
も
外
食

企
業
館
、
キ
ム
チ
・
水
産
物

・
林
産
物
館
、
輸
出
有
望
品

目
館
な
ど
８
つ
の
広
報
ス
ペ

ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
韓
国
食

材
の
魅
力
を
発
信
し
た
。

健
康
志
向
で
有
機
栽
培
さ

れ
た
原
料
を
使
用
し
た
り
、

美
容
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
業

も
多
か
っ
た
。
Ｋ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ガ
ー
ル
ズ
グ
ル
ー
プ
な
ど
モ

デ
ル
に
美
し
さ
を
目
指
す
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
美

容
商
品
な
ど
女
性
向
け
の
商

品
が
人
気
を
呼
ん
だ
。

ま
た
、
高
麗
人
参
を
食
べ

や
す
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
食
品

企
業
も
多
く
出
展
、
ハ
チ
ミ

ツ
漬
け
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
に

す
る
な
ど
「
体
に
は
良
い
け

ど
苦
い
」
と
い
う
高
麗
人
参

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
企

業
努
力
が
目
立
っ
た
。

太
陽
電
池
と
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
携
わ
る
あ
ら
ゆ

る
企
業
が
全
世
界
か
ら
出
展

す
る
国
際
展
示
・
商
談
展「
Ｐ

Ｖ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
７
」

（
第
１１
回
国
際
太
陽
電
池
展
）

が
３
日
ま
で
の
３
日
間
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
。
世
界
３１
カ
国
か
ら
１

５
７
０
の
企
業
が
出
展
し
、

６
万
人
が
訪
れ
た
。

韓
国
企
業
は
今
回
、
大
手

の
Ｌ
Ｇ
が
大
き
く
ブ
ー
ス
を

設
け
た
。
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ

ー
公
団
と
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
大

韓
貿
易
投
資
振
興
公
社
）
が

そ
れ
ぞ
れ
パ
ビ
リ
オ
ン
を
形

成
す
る
な
ど
、
多
く
の
企
業

が
参
加
し
、
太
陽
光
へ
の
高

い
関
心
を
反
映
し
た
。

注
目
は
ハ
ン
フ
ァ
Ｑ
セ
ル

ズ
ジ
ャ
パ
ン
。
長
年
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
、
市
場
攻
略

に
意
欲
的
だ
。
ブ
ー
ス
で
は

２
月
に
発
表
し
た
ば
か
り
の

家
庭
用
新
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
大
き
く
展
示
し
た
。
既

存
の
モ
デ
ル
よ
り
も
発
電
量

が
高
く
、
サ
イ
ズ
が
複
数
あ

る
た
め
、
日
本
の
狭
小
屋
根

で
も
効
率
的
な
発
電
が
出
来

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た

企
業
向
け
に
は
パ
ネ
ル
を
支

え
る
架
台
の
新
モ
デ
ル
を
展

示
。
従
来
よ
り
も
敷
設
面
積

を
圧
縮
し
た
た
め
従
来
と
同

じ
ス
ペ
ー
ス
で
も
パ
ネ
ル
を

多
く
設
置
で
き
る
。

同
社
の
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
事

業
部
の
申
東
仁
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
部
長
は
「
お
客
様
の

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

サ
ー
ビ
ス
面
も
強
化
し
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
技
術
だ
け

で
な
く
人
材
も
育
成
し
て
い

く
」
と
シ
ェ
ア
拡
大
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
語
っ
た
。

日
本
で
は
家
庭
で
の
電
力

自
給
自
足
が
増
え
て
い
る
た

め
企
業
は
家
庭
用
の
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
や
発
電
し
た
電
力

を
貯
め
ら
れ
る
蓄
電
池
の
開

発
に
力
を
注
い
で
い
る
。

横断幕を掲げて抗議する在日脱北者ら

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
モ
ド
ゥ
・
モ
イ

ジ
ャ
」
（
川
崎
栄
子
代
表
）

と「
Ｎ
ｏ

Ｆ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ（
北

朝
鮮
の
強
制
収
容
所
を
な
く

す
ア
ク
シ
ョ
ン
の
会
）」（
小

川
晴
久
代
表
）
は
在
日
脱
北

者
と
１２
日
、
東
京
小
平
の
朝

鮮
大
学
校
前
で
「
民
族
学
校

の
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
朝
鮮
大

学
は
同
胞
学
生
に
北
韓
と
朝

総
連
の
洗
脳
教
育
を
止
め

ろ
」
な
ど
と
抗
議
行
動
を
行

っ
た
。
各
団
体
代
表
ら
６
人

は
昼
過
ぎ
、
大
学
校
正
門
前

で
「
兄
を
殺
し
た
金
正
恩
は

人
間
じ
ゃ
な
い
」
「
朝
総
連

は
金
一
族
の
３
代
世
襲
い
つ

ま
で
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の

か
」
と
の
横
断
幕
を
掲
げ
、

「
朝
鮮
大
学
と
学
生
は
目
を

覚
ま
し
、
祖
国
と
在
日
同
胞

社
会
の
た
め
あ
る
べ
き
姿
に

戻
れ
」
と
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
繰
り
返
し
た
。

李
承
勲
・
清
州
市
長
（
左
）

に
箸
を
贈
る
国
際
箸
文
化
協

会
の
浦
谷
兵
剛
理
事
長
（
清

州
市
提
供
）

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が

韓
国
最
高
大
学

韓
国
の
カ
イ
ス
ト
（
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
は
英
国
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
大
学
評
価
機
関
で
あ

る
Ｔ
Ｈ
Ｅ
が
１５
日
に
発
表
し

た
「
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
８
位
に
選
ば
れ
、
国

内
大
学
１
位
に
な
っ
た
。
ソ

ウ
ル
大
学
（
９
位
）
、
ポ
ス

テ
ッ
ク
（
１０
位
）
、
成
均
館

（
１３
位
）、
高
麗
大（
２０
位
）、

延
世
大
（
２９
位
）
な
ど
が
続

い
た
。

上
位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

中
国
・
香
港
な
ど
、
中
華
圏

が
独
占
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
立
大
学
が
２
年
連
続
で

１
位
、
２
位
は
北
京
大
学
、

３
位
は
清
華
大
学
。
東
京
大

学
は
７
位
だ
っ
た
。

ＳＢＪ銀行調べ
（３月２２日現在）

１万円

９６，６０４
ウォン

９７，４８５
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９８，０３２
ウォン

９８，９９３
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

近畿産業信組の

城東支店が移転

ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ

在
日
脱
北
者
と
２
団
体

朝
鮮
大
学
前
で
抗
議

制
度
の
欠
陥
改
善
急
務

誤
っ
た
反
感

正
す
こ
と
も

横浜幸銀信組が業務開始
規
模
の
利
生
か
す

預
金
１４
位
、貸
出
金
９
位
に

本
国
の
「
在
日
韓
国
人
」
認
知
図
れ

寄
稿

金
雄
基
（
弘
益
大
学
校
商
経
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
専
攻
助
教
授

）

ＰＶ ＥＸＰＯ ハンファの
製品に注目

（２）２０１７年３月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８６４号



第２８６４号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年３月２２日（水曜日）（３）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
朝
鮮
人
や
社
会
主
義
者
へ
の
迫
害
と
虐
殺
を
朗
読
劇
に
し

た
「
ぼ
く
の
網
膜
写
真
機
」
が
６
月
３
日
、
横
浜
市
港
北
区
の
ス
ペ
ー
ス
・
オ
ル
タ
で

上
演
さ
れ
る
。
当
時
１４
歳
の
少
年
が
体
験
を
書
き
残
し
た
「
大
震
災
日
記
１
９
２
３
」

を
も
と
に
、
遺
族
で
演
出
家
の
福
地
一
義
さ
ん
（
７３
、
東
京
都
中
野
区
）
が
台
本
を
書

い
た
。
き
っ
か
け
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
扇
動
表
現
）
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
で
広
が

る
「
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
嘘
言
に
不
穏
な
も
の
を
感
じ
た
か
ら
だ
っ
た
。

「
大
震
災
日
記
１
９
２
３
」

は
福
地
さ
ん
の
父
、
誠
一
さ

ん
の
遺
品
。
死
亡
の
翌
年
８６

年
に
み
つ
か
っ
た
。
２
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
７０
枚
に
は

震
災
の
様
子
が
生
々
し
く
記

録
さ
れ
て
い
た
。

被
災
し
た
の
は
深
川
区
西

平
野
町
（
現
・
江
東
区
平
野

１
丁
目
）
だ
っ
た
。
日
記
に

は
９
月
１
日
の
震
災
当
日
の

こ
と
を
「
ゴ
ー
ッ
と
い
う
さ

な
が
ら
列
車
が
通
過
し
た
よ

う
な
音
と
共
に
起
こ
っ
た
激

震
」
と
記
し
て
い
る
。

震
災
か
ら
２
日
目
。
誠
一

さ
ん
は
「
朝
鮮
人
と
社
会
主

義
者
の
一
団
が
焼
け
残
っ
た

町
を
全
部
焼
き
払
う
」
と
い

う
流
言
を
耳
に
し
た
。
さ
ら

に
、「
夜
は
深
々
と
更
け
て
、

時
々
銃
声
と
ワ
ー
ッ
と
云
う

歓
声
の
み
が
あ
た
り
の
静
寂

を
破
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
」

と
も
記
し
た
。

数
日
後
の
日
記
を
見
る

と
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
風
説
に
「
実
に
こ
う
な
っ

て
来
る
と
こ
ん
ぐ
ら
が
っ
て

い
て
理
由
（
わ
け
）
が
分
か

ら
な
い
」と
戸
惑
い
の
表
情
。

当
時
、
デ
マ
が
日
常
化
し
て

い
た
こ
と
。
デ
マ
を
事
実
だ

と
誤
認
し
て
行
動
し
、
犠
牲

者
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

福
地
さ
ん
は
父
親
の
体
験

を
忠
実
に
追
い
な
が
ら
も
、

行
間
に
欠
け
て
い
た
歴
史
的

背
景
を「
少
年
の
見
た
悪
夢
」

と
し
て
セ
リ
フ
に
起
こ
し

た
。
台
本
は
３
カ
月
間
か
け

完
成
。
２
０
１
６
年
９
月
、

東
京
・
中
野
区
内
の
ス
タ
ジ

オ
で
初
演
し
た
。

舞
台
で
は
俳
優
５
人
が
台

本
を
持
っ
て
自
在
に
動
き
回

り
な
が
ら
朗
読
し
た
。
朗
読

と
は
思
え
な
い
ド
ラ
マ
性
が

見
る
者
に
大
き
な
衝
撃
と
感

動
を
与
え
た
。

６０
歳
代
の
あ
る
男
性
は
、

「
歴
史
を
直
視
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
記
憶
し
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」
と
書
き
残
し

た
。
７０
歳
代
の
女
性
は
「
朝

鮮
人
虐
殺
の
実
態
も
、
こ
う

だ
っ
た
の
か
と
生
々
し
く
伝

わ
っ
て
く
る
。
今
の
時
代
に

と
て
も
大
切
な
作
品
」
と
い

う
感
想
を
寄
せ
た
。

ス
ペ
ー
ス
・
オ
ル
タ
で
の

上
演
は
昼
の
部
が
１４
時
、
夜

の
部
は
１８
時
か
ら
。
前
売
り

チ
ケ
ッ
ト
２
０
０
０
円
（
当

日
は
２
３
０
０
円
）。

予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
「
関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人

虐
殺
の
事
実
を
知
り
追
悼
す

る
神
奈
川
実
行
委
員
会
」（
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
４
５
・
９
４
２
・
７

７
２
８
、
メ
ー
ルyam

am
oto.sum

iko@
gm

ai.c
om

）

【
新
潟
】
新
潟
市
内
の
県
立
中
央

高
校
に
２
本
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
同
校
定
時
制
課
程
を
卒
業

す
る
と
同
時
に
新
潟
港
か
ら
第
１３
次

北
送
船
に
乗
っ
た
金
和
美
さ
ん
が
乗

船
１
カ
月
前
の
１
９
６
０
年
２
月
、

中
庭
に
記
念
植
樹
し
た
も
の
だ
。

新
潟
県
帰
国
協
力
会
の
事
務
局
長

だ
っ
た
小
島
晴
則
さ
ん
は
植
樹
の
風

景
や
、
担
当
の
教
師
と
級
友
た
ち
の

記
念
写
真
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い

た
。小

島
さ
ん
は
１６
年
４
月
、
中
央
高

校
に
行
っ
て
み
た
。
梅
の
木
は
２
本

確
か
に
生
き
て
い
た
。
だ
が
、
手
入

れ
も
な
く
、
枝
は
伸
び
ほ
う
だ
い
。

こ
う
し
た
例
は
新
潟
市
内
で
は
多
い

よ
う
だ
。
な
か
に
は
「
寄
贈
、
帰
国

者
一
同
…
…
」
と
書
か
れ
た
白
い
大

き
な
看
板
が
何
時
の
間
に
か
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
も
。

小
島
さ
ん
は
市
の
関
係
者
が
「
い

や
ね
、
拉
致
問
題
か
ら
反
北
朝
鮮
の

風
当
た
り
が
強
く
て
」
と
つ
ぶ
や
く

の
を
聞
い
た
。
「
帰
国
者
の
想
い
ま

で
消
さ
れ
る
の
か
」
。
小
島
さ
ん
は

情
け
な
い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

小
島
さ
ん
は
２
月
１７
日
、
北
送
事

業
を
写
真
で
記
録
し
た
著
書
『
帰
国

者
九
万
三
千
余
名

最
後
の
別
れ
』

を
持
参
し
同
校
を
訪
ね
、
上
原
洋
一

校
長
に
植
樹
当
時
の
写
真
を
示
し
な

が
ら
金
さ
ん
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

上
原
校
長
は
「
初
め
て
知
っ
た
。
小

島
さ
ん
の
お
か
げ
で
梅
の
木
の
由
来

を
語
り
継
い
で
い
く
き
っ
か
け
が
で

き
た
」と
述
べ
た
。
小
島
さ
ん
は「
道

に
迷
っ
た
犬
が
よ
う
や
く
飼
い
主
に

再
会
で
き
た
よ
う
な
気
持
ち
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

小
島
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
金
さ
ん
は

帰
国
後
、
念
願
と
し
て
い
た
平
壌
の

医
科
専
門
学
校
に
入
っ
た
。や
が
て
、

自
ら
の
率
直
な
物
言
い
が
あ
だ
に
な

っ
て
退
学
さ
せ
ら
れ
、
中
国
国
境
に

近
い
新
義
州
へ
移
さ
れ
た
。
６５
年
、

新
潟
市
会
議
員
が
平
壌
で
面
会
し
、

す
っ
か
り
や
せ
こ
け
た
姿
を
確
認
し

て
い
る
。

９０
年
代
初
頭
に
新
義
州
で
会
っ
た

と
い
う
親
族
は
当
時
を
振
り
返
り
、

「
見
る
に
忍
び
な
い
ほ
ど
や
つ
れ
て

い
た
。
な
に
か
に
お
び
え
て
お
り
、

会
話
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
肩
を
落
と
し
た
と
い
う
。

父
親
が
記
し
た
「
大
震
災
日
記
」
と
福
地
一
義
さ
ん

小島さん（左）の著書を
手にする上原洋一校長

最
短
半
年
間
で

【
大
阪
】
金
剛
学
園
高
等

学
校
（
趙
栄
吉
理
事
長
、
尹

裕
淑
校
長
）
に
通
う
４
人
の

生
徒
が
校
内
で
研
修
を
受

け
、
介
護
施
設
で
働
く
う
え

で
の
基
本
中
の
基
本
と
さ
れ

る
資
格
「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
」
を
取
得
し
た
。
修
了

式
は
１４
日
、同
校
で
行
わ
れ
、

校
友
会
の
白
介
秀
副
会
長
が

修
了
書
を
授
与
し
た
。

４
人
は「
老
化
の
理
解
」、

「
認
知
症
の
理
解
」
と
い
っ

た
必
要
な
講
義
は
放
課
後

に
、
実
地
研
修
は
週
末
な
ど

を
利
用
し
て
現
場
で
受
け

た
。
本
来
は
１
年
が
か
り
で

学
ぶ
と
こ
ろ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
調
整
し
て
効
率
よ
く
約

半
年
ほ
ど
で
１０
科
目
１
３
０

時
間
の
課
程
す
べ
て
を
マ
ス

タ
ー
し
、
修
了
評
価
試
験
に

も
合
格
し
た
。

こ
の
研
修
制
度
は
趙
理
事

長
（
医
療
法
人
徳
洲
会
理
事

長
）
と
校
友
会
が
「
在
校
生

の
た
め
、
な
に
か
力
に
な
れ

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
相
談

し
あ
い
、
学
校
側
に
提
案
し

た
。
研
修
費
用
は
す
べ
て
無

料
と
し
た
。

趙
理
事
長
は
「
介
護
職
員

は
全
国
で
不
足
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
に

な
る
。
金
剛
学
園
で
こ
の
課

程
を
無
事
修
了
す
れ
ば
、
一

つ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
話
し
て
い
る
。
尹
校

長
は
４
人
が
無
事
合
格
で
き

た
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
「
研

修
制
度
が
本
校
の
特
化
し
た

ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

次
回
研
修
は
５
月
か
ら
実

施
の
方
針
。

ヘイトスピーチを批判的に描いた「ツレがウヨになりまして」

研修修了式で４人の合格を祝う学校関係者

建国小卒業式から

【
京
都
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
（
憎
悪
扇
動
表
現
）
と
偏

狭
な
愛
国
心
を
笑
い
に
か
ま

せ
て
批
判
的
に
描
い
た
ラ
ブ

コ
メ
デ
ィ
ー
「
ツ
レ
が
ウ
ヨ

に
な
り
ま
し
て
」
が
４
月
、

ソ
ウ
ル
で
上
演
さ
れ
る
。
作

品
は
時
事
ネ
タ
コ
メ
デ
イ
ー

劇
団
「
笑
の
内
閣
」
（
高
間

響
代
表
�
作
家
・
演
出
家
）

の
代
表
作
の
一
つ
。
「
Ｃ
ｏ

ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
！
舞
台
芸
術
ま
つ

り
２
０
１
４
」
で
は
準
グ
ラ

ン
プ
リ
に
輝
い
た
。
同
劇
団

と
し
て
は
初
の
海
外
公
演
と

な
る
。

京
都
市
で
同
棲
し
て
い
る

カ
ッ
プ
ル
が
主
役
。
女
性
は

大
学
生
。
あ
る
と
き
、
ツ
レ

の
男
性
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
友
人

が
バ
イ
ト
し
て
い
る
ス
ー
パ

ー
に
乗
り
込
み
、
「
韓
流
ス

タ
ー
と
の
握
手
会
を
中
止
し

ろ
！
売

国

奴

め

！

反

日

め
！
」
と
が
な
り
立
て
る
。

ネ
ッ
ト
右
翼
に
な
っ
て
い
た

の
だ
。
舞
台
で
は「
愛
国
心
」

を
め
ぐ
る
�
高
度
な
論
争
�

が
続
き
、
や
が
て
思
い
が
け

な
い
展
開
に
。

１２
年
、
「
笑
の
内
閣
」
が

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

い
る
京
都
で
初
演
。
好
評
で

１４
年
に
は
全
国
で
再
演
。
ツ

ア
ー
中
、
芝
居
を
観
た
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
反
対
す
る
人

た
ち
か
ら
「
ぜ
ひ
韓
国
で
も

上
演
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

高
間
代
表
と
し
て
も
こ
の

３
年
間
、
「
日
本
の
ネ
ト
ウ

ヨ
を
笑
う
コ
メ
デ
イ
を
紹
介

し
た
い
」
と
ソ
ウ
ル
の
演
劇

関
係
者
に
伝
え
て
き
た
。
こ

の
思
い
が
通
じ
、
ソ
ウ
ル
演

劇
協
会
の
関
係
者
か
ら
現
地

で
の
宣
伝
協
力
の
申
し
出
が

届
い
た
。
高
間
代
表
は
「
日

韓
関
係
が
芳
し
く
な
い
な

か
、
日
本
人
は
差
別
を
な
く

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
、
韓
国
へ
の
大
き
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
と
思
う
」
と

話
す
。

ソ
ウ
ル
公
演
は
芸
術
空
間

オ
ル
ダ
で
４
月
２１
日
１９
時
３０

分
、
２２
日
１３
、
１７
時
。
こ
の

後
、
京
都
公
演
が
５
月
１７
～

２９
日
、
市
内
左
京
区
の
「
ア

ト
リ
エ
劇
研
」
で
。

「
笑
の
内
閣
」
は
ソ
ウ
ル

公
演
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
形
式
で
の
資

金
支
援
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
内
訳
は
俳
優
・
ス
タ
ッ

フ
１３
人
分
の
渡
航
費
・
宿
泊

費
、
公
演
制
作
費
、
劇
場
代

な
ど
の
一
部
で
、
目
標
は
１

５
０
万
円
。
献
金
者
が
希
望

す
れ
ば
公
演
パ
ン
フ
に
名
前

を
記
載
す
る
。
主
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
３
０
０
０
円
�
公
演
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
＆
脚
本
▽
５
０

０
０
円
�
サ
イ
ン
入
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
＆
京
都
公
演
ペ
ア

来
場
時
１
人
無
料
▽
１
万
円

�
サ
イ
ン
入
り
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
＆
京
都
公
演
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
セ

ッ
ト
▽
３
万
円
�
サ
イ
ン
入

り
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
＆
京

都
公
演
Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
本
セ
ッ
ト

＆
上
演
台
本
セ
ッ
ト
▽
５
万

円
�
特
典
て
ん
こ
盛
り
欲
張

り
セ
ッ
ト

締
め
切
り
は
４
月
１２
日
２３

時
５９
分
。https

://m
oti

on–gallery.net/proje
cts

/w
arainonaikaku

korea

資
料
集
を
手
に
す
る
金
得
永
校
長

民
族
学
校
卒
業
式

幼
・
小
・
中
で
も

白
頭
学
院
（
高
敬
弼
理
事

長
、
李
光
衡
校
長
）は
１５
日
、

建
国
小
の
卒
業
式
を
開
催
し

た
。
卒
業
生
２２
人
が
「
自
分

の
夢
」
を
ウ
リ
マ
ル
で
発
表

し
、
李
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
う
ち

１３
人
が
内
部
進
学
。
１４
日
に

は
中
学
校
で
第
７０
期
卒
業
生

３２
人
を
送
り
出
し
た
。
内
部

進
学
者
は
１８
人
だ
っ
た
。

小
学
校
の
卒
業
式
に
先
だ

っ
て
こ
の
日
、
建
国
幼
稚
園

で
も
第
３７
期
の
卒
園
式
が
あ

っ
た
。
卒
園
児
１２
人
の
う
ち

８
人
が
建
国
小
学
校
に
入
学

す
る
。
式
終
了
後
、
園
児
た

ち
は
サ
ム
ル
ノ
リ
を
発
表
し

た
。金

剛
学
園
（
趙
栄
吉
理
事

長
、
尹
裕
淑
校
長
）は
１６
日
、

午
前
中
に
小
学
校
、
午
後
は

中
学
校
の
卒
業
式
を
同
校
で

開
催
し
た
。

小
学
校
で
は
卒
業
生
２１
人

が
一
人
ず
つ
壇
上
に
父
母
を

迎
え
、
一
輪
の
花
に
添
え
て

「
６
年
間
育
て
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
父

母
の
な
か
に
は
感
極
ま
っ
て

号
泣
し
た
り
、
嗚
咽
し
て
な

か
な
か
言
葉
の
で
な
い
人
も

見
ら
れ
た
。
こ
の
光
景
を
見

て
い
た
在
校
生
ま
で
も
ら
い

泣
き
し
て
い
た
。

駐
大
阪
総
領
事
館
か
ら
は

河
泰
允
総
領
事
が
祝
辞
を
述

べ
た
。
河
総
領
事
が
小
学
校

の
卒
業
式
に
参
加
し
た
の
は

自
身
の
小
学
校
卒
業
以
来
５０

年
ぶ
り
と
の
こ
と
。

中
学
校
で
は
答
辞
の
後
、

卒
業
生
１９
人
が
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
歌

い
、
途
中
で
教
職
員
、
両
親
、

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述

べ
た
。

京
都
国
際
学
園
（
金
晃
理

事
長
、
河
東
吉
校
長
）
は
１１

日
、
同
校
で
中
学
生
１６
人
の

卒
業
を
祝
っ
た
。
卒
業
式
は

今
回
で
６９
回
目
。
卒
業
生
の

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
３
年
間
で

韓
国
語
能
力
試
験
の
初
級
・

中
級
に
合
格
し
た
。

民
団
京
都
本
部
の
河
相
泰

団
長
、
駐
大
阪
総
領
事
館
か

ら
梁
鎬
錫
教
育
官
が
参
席

し
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ

た
。東

京
韓
国
学
校
（
呉
公
太

理
事
長
、
金
得
永
校
長
）
は

１５
日
、
同
校
講
堂
で
中
等
部

卒
業
生
１
０
６
人
に
卒
業
証

書
を
手
渡
し
た
。
卒
業
生
は

待
ち
構
え
た
保
護
者
に
１
輪

の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も

に
感
謝
の
手
紙
を
託
し
、
抱

き
合
い
な
が
ら
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
。
卒
業
生
の
９
割

以
上
が
内
部
進
学
す
る
。
な

お
、
初
等
部
卒
業
式
は
１４
日

に
行
わ
れ
た
。

足
立
区
高
校
生
文
化
祭

東
京
韓
学
が
参
加

伝
統
文
化
を
紹
介

東
京
・
足
立
区
立
高
校
生

の
集
い
「
オ
ー
ル
あ
だ
ち
文

化
祭
」
に
新
宿
の
東
京
韓
国

学
校
が
招
待
を
受
け
、
初
参

加
し
た
。

文
化
祭
は
足
立
区
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
が
区
内
の
公
立

高
校
９
校
に
呼
び
か
け
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
。
今
年
は

１９
日
、
６
校
が
同
講
堂
「
ホ

ワ
イ
エ
」
で
軽
音
楽
、
演
劇

な
ど
を
披
露
し
た
。

東
京
韓
学
は
舞
踊
部
が
チ

ャ
ン
ゴ
、
ケ
ン
ガ
リ
、
プ
ク

な
ど
の
伝
統
楽
器
を
演
奏
。

バ
ッ
ク
は
同
校
男
子
が
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
と
ド
ラ
ム
で
コ
ラ

ボ
し
た
。
こ
の
後
、
伝
統
舞

踊
「
ソ
ゴ
チ
ュ
ム
」
「
扇
の

舞
」
を
披
露
し
、
何
回
も
会

場
の
拍
手
を
浴
び
た
。

舞
踊
部
メ
ン
バ
ー
た
ち
は

「
多
く
の
日
本
の
方
に
韓
国

の
伝
統
文
化
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
私
た
ち
自
身

も
日
本
の
文
化
を
学
ん
で
み

た
か
っ
た
。
今
日
は
楽
し
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

２０１６学年度の修了式（初等部小講堂）

わが子からの感謝の言葉に思わず涙ぐむ
母親（金剛小学校）

「
知
の
市
場
」講
座

講
義
資
料
集
刊
行

東
京
韓
国
学
校

東
京
韓
国
学
校
（
呉
公
太

理
事
長
、
金
得
永
校
長
）
は

２
月
９
日
、
公
開
講
座
「
知

の
市
場
（
い
ち
ば
）
、
韓
国

学
ａ
」
の
講
義
内
容
を
ま
と

め
た
資
料
集
『
韓
国
の
歴
史

と
文
化
の
理
解
』
（
Ａ
４
判

２
５
５
�
）
を
刊
行
し
た
。

同
講
座
は
「
知
の
市
場
」

を
主
宰
す
る
お
茶
の
水
女
子

大
学
の
増
田
優
教
授
が
金
校

長
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

わ
ず
か
数
カ
月
の
準
備
期
間

で
共
催
が
実
現
。
２
０
１
６

年
１０
月
１９
日
か
ら
１７
年
２
月

１
日
ま
で
毎
週
１
回
、
同
校

で
実
施
さ
れ
、
在
日
同
胞
と

市
民
延
べ
２
０
０
人
余
り
が

受
講
し
た
。

主
な
内
容
は
古
朝
鮮
（
檀

君
朝
鮮
）
に
始
ま
る
韓
国
の

古
代
国
家
形
成
と
発
展
過
程

の
特
徴
、
各
時
代
別
の
歴
史

的
特
性
と
文
化
芸
術
、
韓
国

科
学
史
、
近
現
代
政
治
史
、

在
日
史
な
ど
全
１５
回
。
講
師

陣
は
金
校
長
を
は
じ
め
と
す

る
同
校
教
職
員
、
お
よ
び
在

日
同
胞
の
学
者
や
専
門
家
が

務
め
た
。

金
校
長
は
「
韓
国
と
日
本

が
古
代
か
ら
互
い
に
影
響
を

与
え
な
が
ら
発
展
し
て
き
た

こ
と
を
確
認
し
た
か
っ
た
。

短
期
間
で
新
科
目
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

教
職
員
の
献
身
と
在
日
同
胞

の
専
門
家
の
協
力
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

非
売
品
。
問
い
合
わ
せ
は

同
校
（
０
３
・
３
３
５
７
・

６
０
３
３
）。

東
京
韓
国
学
校
附
設
土
曜

学
校
の
２
０
１
６
学
年
度

（
第
３２
期
）修
了
式
が
１８
日
、

同
校
初
等
部
小
講
堂
で
開
か

れ
た
。
全
課
程
の
７
割
以
上

出
席
し
、
最
終
的
に
修
了
者

と
認
め
ら
れ
た
の
は
４
１
１

人
だ
っ
た
。
こ
れ
は
全
登
録

者
（
８
０
９
人
）
の
約
半
数

に
あ
た
る
。
う
ち
、
皆
勤
者

は
６０
人
。

式
辞
に
立
っ
た
金
得
永
校

長
が
「
韓
国
語
で
自
己
紹
介

で
き
ま
す
か
」と
聞
く
と
、ほ

と
ん
ど
の
子
ど
も
が
手
を
挙

げ
た
。式
前
に
サ
ム
ル
ノ
リ
、

式
後
は
プ
ン
ム
ル
ノ
リ
の
各

学
級
の
子
ど
も
が
演
奏
を
披

露
。
保
護
者
席
か
ら
は
「
チ

ャ
ル
ハ
ン
ダ
」
と
感
嘆
の
声

が
上
が
っ
た
。
１７
学
年
度
は

４
月
２２
日
か
ら
始
ま
る
。

民
団
佐
賀
本
部
が

「
韓
国
料
理
講
座
」

韓
流
フ
ァ
ン
に
人
気

【
佐
賀
】
民
団
佐
賀
本
部

（
鄭
清
俊
団
長
）
は
９
日
、

同
会
館
で
韓
国
料
理
教
室
を

開
催
。
団
員
と
新
定
住
者
、

ハ
ン
グ
ル
講
座
受
講
生
ら
２０

人
が
参
加
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
キ
ム
パ
と
サ

ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
。
料
理
教
室

な
が
ら
、
簡
単
な
ハ
ン
グ
ル

の
勉
強
会
も
兼
ね
て
い
た
。

試
食
会
で
は
思
い
ど
お
り
の

で
き
ば
え
に
満
足
し
た
参
加

者
か
ら
、
「
家
族
に
も
食
べ

さ
せ
た
い
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
。

同
本
部
の
料
理
教
室
は
韓

流
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
、
定

期
開
催
さ
れ
て
い
る
。
次
回

の
開
催
を
待
ち
望
む
人
も
見

ら
れ
た
。

北
送
生
徒
が
５７
年
前
植
樹

梅
の
木
の
由
来
伝
え
る
新潟県立
中央高校

小島晴則さん 著書『最後の別れ』寄贈

６
月
３
日
、
横
浜
で

関
東
大
震
災
を
体
験
し
た
父
親

遺
品
の
日
記

朗
読
劇
に

「
虐
殺
な
か
っ
た
」に
不
穏
感
福地一義さん

「笑の内閣」

「
ツ
レ
が
ウ
ヨ
に
な
り
ま
し
て
」

初
の
海
外
公
演
韓
国
で

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
呼
び
か
け

４
１
１
人
に
修
了
証

東
京
韓
学
附
設
土
曜
学
校

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
資
格

金
剛
学
園
か
ら
４
人
合
格

（４）２０１７年３月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８６４号



【
群
馬
】
邑
楽
郡
大
泉
町

（
村
山
俊
明
町
長
）
は
町
発

足
か
ら
６０
周
年
を
迎
え
る
３１

日
、
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤

廃
を
め
ざ
す
人
権
擁
護
条

例
」
を
施
行
す
る
。

同
町
は
１
９
９
４
年
に

「
人
権
尊
重
と
福
祉
の
町
宣

言
」
を
制
定
。
同
宣
言
に
基

づ
き
２
０
１
５
年
に
「
人
権

教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本

計
画
」
を
策
定
し
た
。

だ
が
、
そ
の
後
も
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

た
差
別
行
為
な
ど
が
全
国
的

に
目
立
つ
た
め
、
「
新
た
な

決
意
」
を
示
し
た
と
い
う
。

条
例
は
前
文
と
本
文
６
条

で
構
成
。
町
長
は
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
撤
廃
と
い
う
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
人
権
対
策

審
議
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
（
第
５
条
）
と
し

て
い
る
。
案
は
２
月
２８
日
、

町
議
会
で
可
決
し
た
。

町
内
に
在
住
す
る
外
国
人

は
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
出
身

の
日
系
人
を
中
心
に
１
月
末

現
在
で
、
５２
カ
国
７
２
２
４

人
を
数
え
る
。
人
口
（
４
万

１
６
０
３
人
）
に
占
め
る
比

率
は
県
内
で
い
ち
ば
ん
多

く
、
現
在
も
毎
月
３０
、
４０
人

単
位
で
増
加
し
て
い
る
と
い

う
。

【
愛
知
】
名
古
屋
市
が
特
定
の
人
種
や
民
族
へ
の
差
別
を
あ
お
る
不
当
な
差
別
的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）
か
ら

市
民
の
安
全
と
尊
厳
を
守
る
た
め
、
条
例
制
定
に
取
り
組
む
方
針
を
初
め
て
表
明
し
た
。
１０
日
の
２
月
定
例
会
本
会
議

席
上
、
新
開
輝
夫
副
市
長
が
吉
田
茂
議
員
（
自
民
党
）
の
代
表
質
問
に
答
え
た
。
対
処
条
例
は
す
で
に
大
阪
市
が
制
定

済
み
。
川
崎
市
で
も
公
共
施
設
の
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
急
ぎ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

質
問
に
立
っ
た
吉
田
議
員

は
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は

決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
」

と
語
気
を
強
め
、
国
の
「
対

策
法
」
を
き
っ
か
け
に
正
し

い
知
識
と
理
解
の
促
進
に
取

り
組
む
よ
う
促
し
た
。
さ
ら

に
、
「
韓
国
、
中
国
、
台
湾

な
ど
近
隣
の
皆
さ
ん
と
仲
良

く
お
付
き
合
い
し
て
い
く
う

え
で
も
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
規
制

を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
条
例
も
一
つ

の
手
段
で
は
な
い
の
か
」
と

迫
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
新
開
副
市

長
も
「
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
」
と
同
意
。
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
集
会
、
表

現
の
自
由
と
の
か
ら
み
か
ら

事
前
規
制
に
は
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
な
が
ら
も
、
「
条
例

の
制
定
に
向
け
て
、
大
阪
市

や
川
崎
市
の
動
向
も
注
視
し

な
が
ら
、
課
題
の
整
備
と
調

査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
表
明
し
た
。

民
団
関
係
者
ら
１
０
０
人

が
詰
め
か
け
た
傍
聴
席
か
ら

は
、
「
名
古
屋
市
も
よ
う
や

く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
ヘ

イ
ト
を
禁
止
す
る
条
例
づ
く

り
へ
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

だ
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

た
。代

表
質
問
終
了
後
、
庁
舎

内
で
は
報
告
会
が
開
か
れ

た
。
名
古
屋
市
議
会
日
韓
友

好
議
員
連
盟
の
渡
辺
義
郎
議

員
（
自
民
）
は
「
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
て
い
け
る
よ

う
、
条
例
制
定
に
全
力
を
挙

げ
て
努
力
し
て
い
く
」
と
決

意
表
明
。
民
団
愛
知
本
部
の

朴
茂
安
団
長
は
「
名
古
屋
条

例
が
他
の
自
治
体
の
模
範
と

な
る
内
容
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
１
日
も

早
い
制
定
を
望
ん
で
い
る
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

民
団
愛
知
本
部
は
数
年
前

か
ら
同
議
連
と
密
接
な
交
流

を
重
ね
て
き
た
。
昨
年
は
仁

川
市
と
の
姉
妹
結
縁
締
結
に

向
け
て
２
度
に
わ
た
り
、
一

緒
に
仁
川
市
議
会
を
訪
問
し

て
い
る
。

条例制定への意欲を語る市議会日韓友好議連の関係者（右）

例年にも増して活発な質疑応答が続いた婦人会中央大会

婦
人
会
中
央
本
部
（
朴
善

岳
会
長
）
の
第
２６
期
定
期
中

央
大
会
が
１７
日
、
東
京
・
港

区
の
韓
国
中
央
会
館
で
開
か

れ
、朴
会
長
が
再
選
さ
れ
た
。

大
会
は
代
議
員
３
０
０
人
の

う
ち
２
３
８
人
が
出
席
し
て

成
立
。
金
定
子
常
任
顧
問
が

臨
時
議
長
を
務
め
て
議
事
を

進
行
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
（
崔
金

粉
委
員
長
、
婦
人
会
中
央
本

部
顧
問
）の
報
告
に
よ
れ
ば
、

２
月
２１
～
２３
日
ま
で
第
２６
期

会
長
を
担
う
立
候
補
者
の
登

録
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、

名
乗
り
出
た
の
は
朴
候
補
一

人
だ
け
だ
っ
た
。

監
査
団
も
前
職
の
姜
貞

子
、
劉
代
永
、
金
貞
子
の
３

氏
が
立
候
補
し
、
そ
の
ま
ま

再
選
さ
れ
た
。

朴
新
会
長
は
「
１
期
３
年

は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
次
の
３
年
間
で
仕
上

げ
て
い
き
た
い
。
２
年
後
に

は
婦
人
会
の
結
成
７０
周
年
を

迎
え
る
。ま
す
ま
す
美
し
く
、

輝
く
、
成
熟
し
た
婦
人
会
を

め
ざ
す
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

こ
の
日
採
択
さ
れ
た
活
動

方
針
案
を
見
る
と
、
新
た
に

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根
絶
運

動
」
が
加
わ
っ
た
。
朴
会
長

は
「
国
会
で
対
策
法
案
が
通

っ
た
が
、ま
だ
ま
だ
ゆ
る
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
法
を
す
り
抜

け
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
す

る
人
た
ち
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
民
団
と
手
を
携
え
て
自

治
体
に
働
き
か
け
、
条
例
制

定
を
求
め
て
い
く
。
地
道
で

息
の
長
い
運
動
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
く
」
と
明
ら
か

に
し
た
。

大
会
で
は
現
行
の
代
議
員

３
０
０
人
を
２
５
０
人
に
減

ら
す
案
が
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
各
地
方
本

部
の
割
当
金
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。
「
定
期
中
央
大
会

と
中
央
委
員
会
を
分
離
、
２

日
間
か
け
て
じ
っ
く
り
方
針

討
議
を
」
と
の
提
案
は
否
決

さ
れ
た
。

代
議
員
か
ら
は
例
年
以
上

に
活
発
な
質
疑
応
答
が
続
い

た
。
崔
金
粉
顧
問
は
「
婦
人

会
の
底
知
れ
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
た
」
と
述
べ
た
。
朴

会
長
も
「
遠
慮
な
く
意
見
を

言
え
る
婦
人
会
が
理
想
。
今

日
は
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

民
団
中
央
本
部
か
ら
は
林

三
鎬
副
団
長
、呂
健
二
議
長
、

韓
在
銀
監
察
委
員
長
が
出
席

し
た
。
林
副
団
長
は
５
月
の

大
統
領
選
挙
を
前
に
、
在
外

選
挙
人
登
録
を
呼
び
か
け

た
。大

会
に
先
だ
っ
て
の
第
３１

回
中
央
委
員
会
で
は
総
括
報

告
、
決
算
、
活
動
方
針
、
予

算
案
な
ど
す
べ
て
の
議
案
を

通
過
さ
せ
た
。
定
期
中
央
委

員
会
に
は
民
団
中
央
本
部
か

ら
は
呉
公
太
団
長
が
出
席
し

て
激
励
辞
を
述
べ
た
。

朴善岳会長

川
崎
市
に
続
き
、
名
古
屋

市
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
を
う
け
て
条
例
づ
く
り
に

具
体
的
に
動
き
出
し
た
の

は
、
条
例
づ
く
り
に
向
け
た

全
国
の
取
り
組
み
を
促
進
す

る
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
を

喫
緊
の
課
題
と
し
て
国
と
地

方
公
共
団
体
に
取
り
組
み
を

求
め
て
い
る
。
衆
参
両
院
の

全
会
派
一
致
で
の
附
帯
決
議

で
「
地
域
社
会
に
深
刻
な
亀

裂
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
国

と
「
と
も
に
」
「
解
消
に
向

け
た
取
組
に
関
す
る
施
策
を

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
」
と

の
条
項
が
入
っ
た
。

デ
モ
・
街
宣
の
み
な
ら
ず

ネ
ッ
ト
上
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
被
害
は
日
常
的
で
極
め

て
深
刻
だ
。
ネ
ッ
ト
は
全
国

ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も

外
国
人
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
が
住
民
と
な
っ
て
い
る

地
方
公
共
団
体
は
国
と
同
レ

ベ
ル
で
取
り
組
む
責
務
が
あ

る
。ま

た
、
本
来
、
日
本
が
１

９
９
５
年
に
締
約
国
と
な
っ

た
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
、

中
央
政
府
の
み
な
ら
ず
地
方

公
共
団
体
も
含
め
た
す
べ
て

の
公
的
機
関
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
を
は
じ
め
と
す
る
人
種

差
別
を「
禁
止
し
終
了
す
る
」

義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
。
国

の
施
策
を
待
つ
こ
と
な
く
、

地
方
公
共
団
体
は
住
民
の
尊

厳
と
安
全
を
守
る
た
め
率
先

し
て
取
り
組
み
、
む
し
ろ
国

の
実
効
化
あ
る
施
策
の
実
施

を
促
す
べ
き
だ
。

条
例
が
不
可
欠

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
は
じ

め
と
す
る
人
種
差
別
の
撤
廃

に
向
け
、
地
方
公
共
団
体
が

基
本
方
針
、
計
画
を
立
て
、

差
別
の
禁
止
、被
害
者
救
済
、

教
育
、
啓
発
、
ネ
ッ
ト
対
策
、

公
共
施
設
の
利
用
制
限
な
ど

総
合
的
な
施
策
を
財
政
的
な

裏
付
け
を
も
っ
て
取
り
組
む

に
は
条
例
策
定
が
不
可
欠

だ
。
名
古
屋
市
の
条
例
が
、

こ
の
よ
う
な
解
消
法
と
条
約

の
要
請
に
応
え
、
全
国
の
モ

デ
ル
と
な
る
も
の
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。（
寄
稿
）

【
愛
知
】
京
畿
道
安
養
市

韓
日
親
善
協
会
（
金
基
元
会

長
）
が
小
牧
地
区
日
韓
親
善

協
会
（
川
島
公
子
会
長
）
と

の
姉
妹
結
縁
調
印
３０
周
年
を

祝
い
、
記
念
の「
し
だ
れ
桜
」

を
小
牧
市
に
贈
っ
た
。

植
樹
式
は
２
月
２７
日
、
市

役
所
敷
地
内
で
行
わ
れ
た
。

山
下
史
守
朗
市
長
を
は
じ

め
、
小
牧
地
区
日
韓
協
と
安

養
市
韓
日
協
の
関
係
者
が
参

加
し
た
。
民
団
愛
知
本
部
か

ら
祭
駿
二
議
長
、
婦
人
会
春

日
井
支
部
の
任
南
先
会
長
が

駆
け
付
け
た
。

小
牧
地
区
日
韓
協
は
７９
年

に
発
足
す
る
や
安
養
市
の
韓

日
協
や
市
議
会
と
交
流
を
深

め
、
８６
年
に
安
養
市
韓
日
協

と
姉
妹
結
縁
の
関
係
を
結
ん

だ
。
翌
年
に
は
小
牧
と
東
安

養
の
青
年
会
議
所
も
姉
妹
結

縁
の
関
係
と
な
り
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
交
流
が
ま
す
ま
す

活
発
に
。そ
の
後
も
市
議
会
、

市
職
員
ど
う
し
で
親
交
を
深

め
、
９９
年
か
ら
は
両
市
児
童

の
相
互
交
流
が
続
い
て
い

る
。

民
団
愛
知
本
部
で
日
韓
協

活
動
を
担
当
し
て
い
る
姜
裕

正
副
団
長
は
、
「
両
協
会
は

い
か
な
る
時
も
信
義
を
も
っ

て
人
的
交
流
を
図
っ
て
き

た
。
言
う
は
易
く
、
行
う
は

難
し
だ
。
関
係
者
の
努
力
に

感
謝
し
た
い
」
と
語
っ
た
。山下史守朗市長も参加した植樹式

婦
人
会
中
央
本
部
の
全
国

大
研
修
会
が
６
～
７
月
の
２

カ
月
間
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク

で
開
催
さ
れ
る
。
昨
年
は
約

１
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

組
織
の
結
束
を
図
る
う
え

で
、
本
国
研
修
会
と
並
ぶ
大

き
な
年
間
行
事
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
日
程
は
次
の
と

お
り
。

◇
中
北
地
協
（
愛
知
、
岐

阜
、
三
重
、
石
川
、
福
井
、

富
山
）
６
月
８
～
１１
日
、
愛

知
県
蒲
郡
市
三
谷
温
泉
「
ホ

テ
ル
明
山
荘
」
◇
近
畿
Ａ
地

協
（
兵
庫
、
京
都
、
滋
賀
）

６
月
１３
～
１５
日
、
和
歌
山
県

白
浜
町
白
浜
温
泉
「
ホ
テ
ル

シ
ー
モ
ア
」
◇
近
畿
Ｂ
地
協

（
大
阪
、
奈
良
、
和
歌
山
）

６
月
１５
～
１７
日
、
同
上
◇
九

州
・
中
四
国
地
協
（
広
島
、

岡
山
、
鳥
取
、
島
根
、
山
口
、

福
岡
、
長
崎
、
佐
賀
、
大
分
、

宮
崎
、
熊
本
、
香
川
、
愛
媛
、

高
知
）
６
月
２１
～
２３
日
、
福

岡
県
朝
倉
市
原
鶴
温
泉
「
恭

泉
閣
」◇
関
東
地
協（
東
京
、

神
奈
川
、
千
葉
、
山
梨
、
栃

木
、
茨
城
、
埼
玉
、
西
東
京
、

群
馬
、
静
岡
、
長
野
、
新
潟
）

６
月
２６
～
２８
日
、
千
葉
県
鴨

川
市
「
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
◇
東
北
地
協
（
宮
城
、

北
海
道
、
青
森
、
山
形
、
岩

手
、
秋
田
、
福
島
）
７
月
３

～
５
日
、北
海
道
札
幌
市「
定

山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

【
広
島
】
江
戸
時
代
に
朝

鮮
王
朝
か
ら
日
本
に
派
遣
さ

れ
た
外
交
使
節
団
「
朝
鮮
通

信
使
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

韓
日
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
２１
世

紀
の
朝
鮮
通
信
使
・
鞆
」
が

１１
、１２
の
両
日
、福
山
市
の
景

勝
地
・
鞆
の
浦
で
開
か
れ
た
。

韓
日
の
民
間
団
体
が
共
同

申
請
し
て
い
る
朝
鮮
通
信
使

関
係
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ
記
憶

遺
産
登
録
に
向
け
て
の
機
運

を
高
め
よ
う
と
福
山
市
な
ど

が
実
行
委
員
会
を
構
成
。
市

の
市
制
施
行
１
０
０
年
記
念

事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け

だ
。初

日
は
駐
広
島
総
領
事
館

の
徐
張
恩
総
領
事
を
正
使
と

す
る
「
２１
世
紀
の
朝
鮮
通
信

使
」
一
行
が
、
青
年
会
広
島

本
部
（
金
里
沙
会
長
）
と
有

志
で
構
成
す
る
農
楽
隊
の
先

導
を
受
け
て
町
内
を
行
進
し

た
。
沿
道
に
は
民
団
広
島
本

部
（
李
英
俊
団
長
）
と
地
元

福
山
支
部（
金
鍾
杰
支
団
長
）

の
関
係
者
が
立
ち
、
声
援
を

送
っ
た
。

翌
日
は
鞆
公
民
館
ホ
ー
ル

で
地
元
鞆
小
学
校
の
６
年
生

児
童
１９
人
が
創
作
劇
「
日
東

第
一
形
勝
物
語
」
を
披
露
し

た
。
こ
れ
は
鞆
の
浦
に
寄
港

し
た
通
信
使
の
情
景
や
交
流

の
様
子
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
「
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り

の
ま
ち
全
国
交
流
福
山
大

会
」
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
。
台
本
は
島
富
美
男
校

長
が
担
当
し
た
。

鞆
の
浦
は
瀬
戸
内
海
を
渡

る
「
潮
待
ち
の
港
」
と
し
て

栄
え
、
通
信
使
が
計
１１
回
寄

港
し
た
記
録
が
残
っ
て
い

る
。
１
７
１
１
年
に
は
従
事

官
の
一
人
が
「
日
東
第
一
形

勝
」
（
日
本
一
の
景
観
）
と

称
え
た
と
い
う
。

パレードする「２１世紀の朝鮮通信使」

【
愛
知
】
民
団
愛
知
団
長

杯
第
１２
回
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
（
在
日
大
韓
蹴
球

協
会
中
北
本
部
主
催
）
が
１２

日
、
名
古
屋
韓
国
学
校
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
で
開
か
れ

た
。ま

ず
、
中
村
支
部
、
新
西

支
部
Ａ
、
Ｂ
、
岡
崎
・
瀬
戸

・
豊
田
混
合
支
部
Ａ
、
Ｂ
の

５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
総
当

た
り
の
リ
ー
グ
戦
を
行
っ

た
。決

勝
戦
は
中
村
支
部
と
新

西
支
部
Ａ
の
対
戦
と
な
り
、

中
村
支
部
が
２
年
連
続
の
優

勝
。
民
団
愛
知
本
部
の
朴
茂

安
団
長
か
ら
メ
ダ
ル
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
贈
ら
れ
た
。
３
位

は
混
合
支
部
Ａ
。
優
秀
選
手

賞
に
選
ば
れ
た
金
裕
大
君

（
豊
田
支
部
、
小
４
）
と
張

梨
奈
さ
ん
（
岡
崎
支
部
、
小

５
）
は
記
念
の
ボ
ー
ル
を
獲

得
し
た
。

開
会
に
先
だ
っ
て
民
団
愛

知
本
部
の
李
東
旭
副
団
長
が

「
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
て
友

だ
ち
、
仲
間
を
増
や
し
て
、

友
情
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
大
会
を

後
援
し
た
体
育
会
中
北
本
部

の
金
尚
弘
会
長
も
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

開会式での選手宣誓（左）

学
生
会
大
阪
本
部

会
長
に
李
光
平
氏

【
大
阪
】
学
生
会
大
阪
本

部（
金
煕
昌
会
長
）は
９
日
、

大
阪
市
北
区
の
大
阪
韓
国
人

会
館
で
第
４５
回
定
期
総
会
を

開
催
し
、
新
会
長
に
李
光
平

氏
（
摂
南
大
学
３
年
）
を
選

出
し
た
。
副
会
長
は
金
心
華

氏
（
関
西
外
国
語
大
学
３

年
）
、
総
務
部
長
に
柳
麻
由

良
氏
（
大
阪
医
療
技
術
学
園

専
門
学
校
２
年
）
。
会
員
２６

人
が
参
加
し
た
。

愛
知
は
洪
和
樹
氏

【
愛
知
】
学
生
会
愛
知
本

部
（
尹
周
作
会
長
）
は
洪
和

樹
氏
（
皇
學
館
大
学
３
年
）

が
新
会
長
に
就
任
し
た
。
総

会
は
７
日
、
愛
知
韓
国
人
会

館
で
開
か
れ
た
。

洪
新
会
長
は
「
イ
ベ
ン
ト

や
勉
強
会
を
通
じ
て
在
日
の

輪
を
広
げ
、
自
己
の
あ
り
方

や
生
き
方
に
つ
い
て
仲
間
と

共
有
し
て
い
き
た
い
。
同
時

に
、
日
本
人
と
の
共
同
事
業

も
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

代
表
監
査
に
は
尹
周
作
氏

（
名
城
大
学
３
年
）
が
選
出

さ
れ
た
。

総
会
に
は
会
員
の
ほ
か
、

来
賓
と
し
て
民
団
愛
知
本
部

か
ら
朴
茂
安
団
長
ら
が
お
祝

い
に
駆
け
付
け
た
。

李光平会長

オ
リ
ニ
が
韓
国
語

ス
ピ
ー
チ
、
ノ
レ

広
島
韓
国
学
園
修
了
式

【
広
島
】
広
島
韓
国
学
園

（
権
俊
五
理
事
長
）
の
修
了

式
が
１２
日
、
広
島
韓
国
会
館

で
行
わ
れ
、
受
講
生
８０
人
が

参
加
。
伝
統
文
化
教
室
の
受

講
生
が
カ
ヤ
グ
ム
と
テ
グ
ム

の
演
奏
、
伝
統
舞
踊
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
サ
ム
ル
ノ
リ
な
ど

を
披
露
。
婦
人
会
広
島
本
部

も
コ
ー
ラ
ス
で
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
響
か
せ
た
。
「
土

曜
学
校
」
で
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
も
歌
と
流
ち
ょ
う
な
韓
国

語
ス
ピ
ー
チ
で
出
席
者
を
驚

か
せ
た
。

権
理
事
長
と
広
島
韓
国
教

育
院
の
崔
喜

院
長
が
ね
ぎ

ら
い
言
葉
を
述
べ
た
。
民
団

広
島
本
部
の
李
英
俊
団
長
、

駐
広
島
総
領
事
館
か
ら
宋

眞
領
事
が
参
加
し
た
。

カ
ッ
プ
ル
３
組

民
団
山
口
ブ
ラ
イ
ダ
ル

【
山
口
】
在
日
同
胞
を
対

象
と
し
た
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

（
民
団
山
口
本
部
主
催
）
が

１２
日
、
福
岡
市
小
倉
区
内
の

ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
男
性
９

人
、
女
性
８
人
と
い
う
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
雰
囲
気
で
話

も
弾
み
、
３
組
の
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

た
。
参
加
者
は
大
半
が
山
口

県
内
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
日

す
れ
違
っ
た
参
加
者
に
は
、

同
本
部
ブ
ラ
イ
ダ
ル
委
員
会

が
引
き
続
き
出
会
い
の
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

オリニたちも発表

洪和樹会長

駐
大
阪
総
領
事
が

在
日
韓
奨
初
訪
問

育
英
事
業
で
意
見
交
換

【
大
阪
】
駐
大
阪
韓
国
総

領
事
館
の
河
泰
允
総
領
事
が

１
日
、
大
阪
市
北
区
の
在
日

韓
国
奨
学
会
（
共
同
代
表

金
安
弘
・
李
清
一
）
を
訪
問

し
た

写
真
。
新
任
の
崔
哲

豪
領
事
、
お
よ
び
駐
大
阪
韓

国
文
化
院
の
朴
英
恵
院
長
が

同
行
し
た
。

駐
大
阪
総
領
事
が
同
奨
学

会
を
訪
問
し
た
の
は
こ
れ
が

初
め
て
。
金
共
同
代
表
を
は

じ
め
徐
龍
達
名
誉
会
長
、
金

二
泰
顧
問
、李
光
衡
顧
問（
白

頭
学
院
建
国
中
高
等
学
校
校

長
）
ら
が
出
迎
え
、
育
英
事

業
の
現
状
と
未
来
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

同
奨
学
会
は
徐
名
誉
会
長

が
１
９
５
６
年
、
在
日
韓
国

人
の
仲
間
と
６
人
ほ
ど
で
設

立
。
篤
志
家
か
ら
資
金
を
募

り
、
学
費
の
支
弁
に
苦
労
し

て
い
る
同
胞
学
生
約
１
０
０

０
人
に
給
付
し
て
き
た
。
徐

名
誉
会
長
は
在
日
韓
国
人
の

優
秀
な
人
材
を
育
成
し
よ
う

と
、
８０
歳
を
超
え
た
今
も
先

頭
に
立
っ
て
資
金
集
め
を
行

っ
て
い
る
。

反
ヘ
イ
ト
条
例
へ
全
力

婦
人
会
中
央

朴
善
岳
会
長
を
再
選

「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
」

大
泉
町

人
権
擁
護
条
例
施
行
へ

ヘ
イ
ト
対
策
で
表
明

「
大
阪
、
川
崎
の
動
向
注
視
」
２月定例会

名古屋市も条例へ一歩

「
全
国
化
へ
モ
デ
ル
に
」
師
岡
康
子

弁

護

士

安
養
市
か
ら
し
だ
れ
桜

日
韓
協
姉
妹
結
縁
３０
周
年

小牧市

ユネスコ記憶遺産へ

朝鮮通信使イベント
ゆかりの福山市鞆の浦で

め
ざ
せ
民
団
愛
知
団
長
杯

Jr
フ
ッ
ト
サ
ル

５
チ
ー
ム
熱
戦

６
月
か
ら
全
国

大
研
修
会
開
催

６
ブ
ロ
ッ
ク
で

第２８６４号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年３月２２日（水曜日）（５）
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体 験 教 室

コンサート

国楽ハンマダン

展 示 会

父
親
の
敵
を
討
つ
た
め
ト

ラ
に
立
ち
向
か
う
少
年
の
姿

を
描
い
た
韓
国
絵
本
『
金
剛

山
の
ト
ラ
』
が
６
月
、
本
国

に
先
立
っ
て
福
音
館
書
店
か

ら
出
版
さ
れ
る
。
韓
国
版
は

今
後
出
版
さ
れ
る
予
定
。

同
書
は
、
韓
国
の
児
童
文

学
作
家
、
権
正
生
（
ク
ォ
ン

・
ジ
ョ
ン
セ
ン
）
さ
ん
が
、

語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
話
を

再
話
し
た
も
の
。
日
本
で
も

共
感
を
呼
ん
だ
絵
本
『
こ
い

ぬ
の
う
ん
ち
』
で
知
ら
れ
る

権
さ
ん
は
、
２
０
０
７
年
死

去
。
『
金
剛
山
の
ト
ラ
』
は

遺
作
に
な
っ
た
。

母
子
家
庭
で
生
ま
れ
育
っ

た
少
年
、ユ
ボ
ギ
が
主
人
公
。

あ
る
日
、
母
か
ら
腕
利
き
の

猟
師
だ
っ
た
父
が
金
剛
山
の

ト
ラ
に
呑
み
込
ま
れ
た
と
聞

き
、
何
年
も
体
を
鍛
え
て
、

知
恵
と
勇
気
で
ト
ラ
を
退
治

す
る
と
い
う
物
語
だ
。

福
音
館
書
店
は
、
韓
国
を

は
じ
め
と
す
る
外
国
の
絵
本

に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
同
社
書
籍
編
集

部
絵
本
セ
ク
シ
ョ
ン
の
高
木

理
恵
さ
ん
は
「
２
０
０
０
年

以
前
か
ら
、
韓
国
の
無
骨
な

昔
話
で
絵
本
を
つ
く
る
こ
と

は
、編
集
部
の
望
み
だ
っ
た
」

と
話
す
。

『
金
剛
山
の
ト
ラ
』
の
出

版
は
、
前
絵
本
編
集
部
編
集

長
の
黒
住
恵
子
さ
ん
が
企

画
。
ま
た
韓
国
の
絵
本
に
造

詣
が
深
か
っ
た
現
在
、
相
談

役
を
務
め
る
松
居
直
さ
ん
が

当
時
、
絵
本
作
家
の
チ
ョ
ン

・
ス
ン
ガ
ク
さ
ん
ら
と
交
流

を
深
め
て
い
た
こ
と
か
ら
実

現
し
た
。

高
木
さ
ん
は
「
ひ
と
り
で

戦
い
に
い
く
と
い
う
男
ら
し

さ
と
力
強
さ
の
あ
る
昔
話
で

す
。
お
隣
の
国
に
、
こ
ん
な

に
楽
し
い
お
話
が
あ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

再話�クォン・ジョンセン
絵�チョン・スンガク
訳�かみや にじ

河
正
雄
美
術
館
開
館
を
記

念
す
る
河
正
雄
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
特
別
企
画
展
「
Ｌ
Ｅ
Ｅ

Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｎ
」
が
６
月
２５
日
ま

で
、
韓
国
・
光
州
市
立
美
術

館
分
館
の
同
美
術
館
で
開
か

れ
て
い
る
。

河
さ
ん
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
収
集
し
た
美
術
作
品
や
歴

史
的
資
料
を
１
万
点
以
上
、

光
州
市
立
美
術
館
や
全
国
の

国
公
立
美
術
館
に
寄
贈
し
て

き
た
。

な
か
で
も
光
州
市
立
美
術

館
と
の
縁
は
１
９
９
３
年
に

始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
２
５

２
３
点
の
美
術
作
品
を
寄
贈

し
た
。
光
州
の
文
化
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
河
さ
ん
の

崇
高
な
精
神
を
称
え
、
ま
た

寄
贈
さ
れ
た
優
れ
た
美
術
作

品
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た

め
に
、
今
月
、
現
在
の
名
称

に
変
更
し
た
。

今
展
は
、
河
正
雄
美
術
館

の
開
館
を
記
念
し
、
同
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
核
心
と
い
え
る

国
際
的
に
活
躍
す
る
在
日
韓

国
人
画
家
、
李
禹
煥
さ
ん
の

全
作
品
を
披
露
す
る
と
と
も

に
、
７４
年
の
「
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
」
シ
リ
ー
ズ
か

ら
、
１２
年
の
新
作
「
Ｄ
ｉ
ａ

ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
に

至
る
ま
で
、
李
さ
ん
の
絵
画

史
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

李
さ
ん
は
、自
身
と
他
者
、

そ
し
て
世
界
、
現
実
と
観
念

な
ど
の
不
確
定
な
関
係
の
境

界
を
往
き
来
し
、
そ
れ
ら
間

の
出
会
い
と
照
応
を
試
み
て

き
た
。

河
さ
ん
は
、「『
関
係
項
』

『
照
応
』
『
会
話
』
と
い
っ

た
作
品
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、彼
の
関
心
は
、

自
身
の
表
出
で
は
な
く
、
自

ら
内
に
あ
る
も
の
と
外
に
あ

る
も
の
と
の
間
に
結
び
つ
き

を
見
つ
け
、
内
面
と
外
側
が

関
係
す
る
場
を
作
り
出
す
こ

と
に
あ
る
」
と
李
さ
ん
を
称

え
る
。

さ
ら
に
「
作
家
の
提
示
に

よ
り
、
な
ん
で
も
な
い
一
つ

の
点
が
余
白
と
の
間
に
奇
妙

な
調
和
と
緊
張
感
を
通
し
、

自
身
を
省
み
、
時
間
と
空
間

を
越
え
、
自
ら
を
取
り
巻
く

他
者
に
会
う
者
と
し
て
立
ち

現
れ
る
」
と
も
、
話
し
て
い

る
。光

州
市
立
美
術
館
分
館
河

正
雄
美
術
館
（
光
州
市
西
区

尚
武
台
路
１
１
６
５
）
。
１０

～
１８
時
開
館
。
日
曜
休
館
。

電
話
（
０
６
２
・
６
１
３
・

５
３
９
２
～
５
３
９
４
）。

詩
人
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
。
新
聞
に
コ
ラ
ム
も
連
載
し

『
仁
川
近
代
紀
行
』
『
仁
川
閑

談
』
な
ど
、
１３
冊
の
著
作
を
出

し
た
李
鐘
福
さ
ん
（
５５
）
は
、

仁
川
の
新
浦
市
場
で
「
餅
屋
の

ア
ジ
ョ
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

有
名
人
だ
。

父
親
が
経
営
し
て
い
た
店
の

跡
を
継
い
で
、
今
年
で
３０
年
に

な
る
。
朝
４
時
か
ら
餅
作
り
を

始
め
、
日
中
は
販
売
や
配
達
を

行
い
、
午
後
５
時
以
降
が
よ
う

や
く
、
執
筆
の
時
間
だ
。

大
学
で
は
法
学
を
学
ん
だ
。

し
か
し
、
「
軍
事
独
裁
政
権
下

で
、
法
の
力
で
は
こ
の
社
会
を

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と

痛
感
し
て
、
文
学
に
関
心
を
持

ち
、
詩
や
エ
ッ
セ

イ
を
書
き
始
め

た
」。李

さ
ん
は
今
、
『
仁
川
チ
ャ

ン
ポ
ン
』
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を

執
筆
中
だ
。
東
北
ア
ジ
ア
や
東

南
ア
ジ
ア
の
麺
を
中
心
に
、
食

べ
物
の
同
質
性
を
探
す
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

韓
国
で
チ
ャ
ン
ポ
ン
と
言
え

ば
、
中
華
料
理
の
辛
い
麺
を
指

す
が
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
混
ざ

る
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
野
菜

や
海
産
物
の
具
に
、
肉
の
出
汁

を
使
う
こ
と
で
、
お
い
し
さ
が

倍
増
す
る
チ
ャ
ン
ポ
ン
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
互
い

の
文
化
が
混
ざ
り
合
う
こ
と

で
、
世
の
中
は
よ
り
楽
し
く
な

る
は
ず
。
そ
こ
に
明
る
い
未
来

を
見
出
し
た
い
と
、
李
さ
ん
は

考
え
て
い
る
。

仁
川
は
チ
ャ
ン
ポ
ン
の
よ
う

な
町
だ
と
、
李
さ
ん
は
語
る
。

鎖
国
し
て
い
た
朝
鮮
が
１
８
８

３
年
に
港
を
開
き
、
海
外
の
文

化
が
一
気
に
流
入
し
た
。
そ
ん

な
歴
史
の
痕
跡
が
、
今
も
仁
川

の
町
に
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

西
洋
や
東
洋
、
い
ろ
ん
な
国
の

文
化
が
混
ざ
っ
て
で
き
た
町

が
、
仁
川
な
の
だ
。

仁
川
生
ま
れ
、
仁
川
育
ち
の

李
さ
ん
は
、
歴
史
の
検
証
を
行

う
郷
土
史
家
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。李

さ
ん
が
仁
川
に
こ
だ
わ
る

の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
３
０

０
万
都
市
の
仁
川
で
は
、
８０
万

人
が
全
羅
道
の
出
身
だ
。
そ
の

次
に
多
い
の
が
忠
清
道
。
慶
尚

道
や
江
原
道
の
出
身
者
も
数
多

い
。
親
の
代
か
ら
仁
川
で
生
ま

れ
育
っ
た
と
い
う
人
は
、
１０
％

に
も
満
た
な
い
。

生
活
の
た
め
に
仁
川
に
や
っ

て
来
て
、
お
金
を
儲
け
た
ら
別

の
場
所
に
去
っ
て
行
く
。
仁
川

に
定
着
す
る
人
は
わ
ず
か
。
だ

か
ら
、
こ
の
町
に
愛
着
を
持
つ

人
が
少
な
い
。
李
さ
ん
は
そ
れ

が
も
ど
か
し
い
の
だ
。

仁
川
は
過
去
と
現
在
、
そ
し

て
多
様
な
文
化
が
融
合
し
て
い

る
魅
力
が
あ
る
。
仁
川
に
住
む

人
々
に
、
仁
川
を
も
っ
と
愛
し

て
も

ら

い

た

い
。
そ
の
た
め

に
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

特
に
、
こ
の
町
を
引
き
継
い

で
ゆ
く
若
い
人
に
、
希
望
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
。
青
少
年
を

対
象
に
、
町
の
歴
史
や
未
来
を

語
る
講
座
を
行
っ
た
り
、
文
化

コ
ン
テ
ン
ツ
を
編
み
出
し
た

り
、
読
書
室
を
作
っ
た
り
と
、

李
さ
ん
は
い
つ
も
行
動
し
て
い

る
。寒

い
日
も
半
袖
姿
で
、
明
る

い
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
長
年
の

力
仕
事
に
も
へ
こ
た
れ
な
い
。

「
こ
の
元
気
な
体
も
、
父
か
ら

受
け
継
い
だ
も
の
」
と
言
う
。

李
さ
ん
は
父
の
こ
と
を
「
記

憶
保
有
者
」
で
あ
り
「
記
憶
伝

達
者
」
だ
っ
た
と
言
う
。
そ
の

父
と
同
じ
よ
う
に
、
李
さ
ん
も

ま
た
、
家
業
を
引
き
継
ぎ
、
誠

実
に
暮
ら
し
を
守
り
な
が
ら
、

仁
川
の
歴
史
を
引

き
継
ぎ
、
未
来
へ

つ
な
げ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
。

今
朝
も
餅
屋
か

ら
は
も
く
も
く
と

湯
気
が
上
が
っ

て
、
李
さ
ん
の
一

日
が
ス
タ
ー
ト
し

た
だ
ろ
う
。
変
わ

ら
ぬ
日
々
の
営
み

こ
そ
が
、
李
さ
ん
の
主
張
で
あ

り
、
生
き
様
な
の
だ
。

李
さ
ん
の
笑
顔
は
、
町
を
照

ら
す
灯
。そ
の
笑
顔
に
触
れ
て
、

今
日
も
皆
が
ま
た
、
元
気
に
な

る
。

（
作
家
）

光州市で開催中
河
正
雄
美
術
館
の
開
館
を
記
念

李
禹
煥
さ
ん
の
作
品

「
風
と
一
緒
に
」

高
木
理
恵
さ
ん

光州市立美術館分館の河正雄美術館

大
阪
・
住
吉
区
の
学
校
法

人
白
頭
学
院
建
国
高
校
の
伝

統
芸
術
部
に
密
着
し
た
青
春

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
で
ん
げ
い
」
が
４
月
１５
日

か
ら
東
京
・
新
宿
の
Ｋ
	
ｓ

ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
で
公
開
さ
れ

る
。日

本
全
国
の
高
校
生
に
よ

る
文
化
・
芸
能
の
コ
ン
テ
ス

ト
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
」の
伝
承
芸
能
部
門
で
、

２
０
１
４
年
の
い
ば
ら
き
大

会
に
大
阪
代
表
と
し
て
出
場

し
た
部
員
た
ち
が
、
練
習
を

重
ね
て
韓
国
に
伝
わ
る
伝
統

芸
能
「
地
神
パ
ル
キ
」
を
披

露
す
る
ま
で
の
３
カ
月
間
の

奮
闘
を
追
っ
た
内
容
。
練
習

と
学
園
生
活
を
通
し
て
、
生

徒
た
ち
の
成
長
を
描
く
。
そ

の
過
程
で
、
彼
ら
を
取
り
ま

く
親
や
コ
ー
チ
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
交
え
、
在
日
の
存

在
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い

く
。映

画
は
当
初
、
韓
国
の
釜

山
の
Ｍ
Ｂ
Ｃ
が
韓
国
国
内
で

放
送
す
る
番
組
と
し
て
制
作

し
た
。
そ
れ
を
編
集
し
、
昨

年
３
月
に
第
１１
回
大
阪
ア
ジ

ア
ン
映
画
祭
で
招
待
作
と
し

て
上
映
し
た
。
そ
の
後
、
キ

ノ
・
キ
ネ
マ
が
配
給
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

同
社
代
表
の
岸
野
令
子
さ

ん
は
「
日
本
で
も
、
在
日
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
配
給
を
決
め
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

８
日
、
韓
国
の
ポ
ッ
プ
オ

ペ
ラ
歌
手
の
林
亨
柱
（
イ
ム

・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
、
３１
）
の
所

属
事
務
所
「
デ
ィ
ー
ジ
ー
エ

ヌ
コ
ム
」
に
よ
る
と
、
林
亨

柱
が
最
近
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を

主
催
す
る
米
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
か
ら
、
グ

ラ
ミ
ー
賞
の
候
補
作
と
受
賞

決
定
の
投
票
権
を
持
つ
「
ボ

ー
デ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
」
の

資
格
が
与
え
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
音
楽
芸
術

連
携
側
の
勧
め
で
、
２
月
、

同
ア
カ
デ
ミ
ー
に
加
入
の
申

請
を
し
、
会
員
で
あ
り
投
票

権
者
と
し
て
の
承
認
を
得

た
。任

期
は
５
年
。
ア
ジ
ア
の

ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て

は
初
め
て
に
な
る
。

韓
国
人
の
な
か
で
は
、
２

０
１
２
年
に
グ
ラ
ミ
ー
ク
ラ

シ
ッ
ク
部
門
の
最
高
録
音
技

術
賞
を
受
賞
し
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
フ
ァ
ン
・
ビ
ョ
ン
ジ
ュ

ン
が
、
自
動
的
に
投
票
権
を

得
た
の
に
続
き
、
カ
ヤ
グ
ム

奏
者
の
ハ
ン
・
テ
リ
が
昨
年

１
年
間
、
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。

ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
歌
手
・
林
亨

桂
（
イ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
）

「地神パルキ」を演じる部員たち

韓
国
文
化
院（
東
京
・
新
宿

区
）は
、韓
国
と
日
本
の
長
い

交
流
の
歴
史
を
発
見
す
る
特

別
講
演
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク「
道
端
の
人
文
学
・
日
本

の
中
の
韓
国
を
訪
ね
て
」
を

４
月
２０
日
と
２２
日
に
実
施
す

る
。〈

講
演
会
〉
２０
日
。１９
時
開

演
／
韓
国
文
化
院
ハ
ン
マ
ダ

ン
ホ
ー
ル
。定
員
３
０
０
人
。

日
本
民
芸
館
（
東
京
・
目

黒
区
）
学
芸
部
長
の
杉
山
享

司
さ
ん
が
、
民
芸
の
父
と
呼

ば
れ
る
柳
宗
悦
と
韓
国
と
の

縁
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
民
芸
美

の
世
界
に
つ
い
て
語
る
。

〈
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〉

（
午
前
）２２
日
。
１０
時
集
合
、

１２
時
解
散
（
午
後
）
同
日
。

１４
時
集
合
、
１６
時
解
散
／
日

本
民
芸
館
。
定
員
各
４０
人
。

参
加
費
無
料
。
申
込
み
は

一
人
に
つ
き
２
人
ま
で
。
同

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

往
復
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で

申
込
み
。応
募
の
際
に
は「
講

演
会
の
み
参
加
」
「
講
演
会

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
午

前
」
「
講
演
会
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
午
後
」
を
選
択
。

４
月
７
日
締
切
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

に
は
１０
日
に
確
認
書
を
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
返
信
は
が
き

で
送
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
院
（
０

３
・
３
３
５
７
・
５
９
７
０
）、

詳
細
は
同
院
Ｈ
Ｐ
。

◆韓国文化体験教室
４月７日。ＳＢＪ銀行本部事

務所（東京・港区）１１～１４時。

対象は韓国文化に関心を持つ中

学生以上の方。募集は１０人程度。

無料。先着順。申込み用紙は同
行ホームページ（http : //www.s
bjbank.co.jp/）から印刷し、Ｆ

ＡＸまたは郵便で送る。

韓国伝統の遊び体験（投壷）、

韓国料理体験（キンパプ作り・

試食）、韓国伝統茶体験（ティ

ータイム）。

問い合わせは同行企画部（０３

・４５３０・０５０７）。

◆昭和音楽大学＆ソウル市立大
学校 日韓大学交流コンサート
～素晴らしき若手音楽家たち

Vol.２～
４月１５日。昭和音楽大学ユリ

ホール（神奈川・川崎市麻生区）。

１４時開演。入場料一般１０００円、

学生５００円。

コンサートは、２０１５年度から

交流事業を開始した両大学が、

交流を通じて相互の理解を深め

ることを目的にしている。韓日

の歌曲をはじめ、オペラ・アリ

アと重唱、ピアノ演奏を披露す

る。

チケット申込みは昭和音楽大

学チケットセンター（０４４・９５３

・９８９９）１０～１８時。土日祝及び

平日１２～１３時を除く。

◆金福実の国楽ハンマダン「唱
・舞・楽」

４月２１日。韓国文化院ハンマ

ダンホール（東京・新宿区）。１９

時開演。参加希望者は同院ホー

ムページの応募欄から申込み。

定員３００人。４月１０日締切（定

員を超えた場合は抽選）。当選

者に公演１週間前までに確認書

をメールする。

金福美さん（写真）は全羅北道

無形文化財第２号「パンソリ水

宮歌」履修者で現在、同院世宗

学堂民謡講師、金福実国楽研究

所所長を務める。当日は、伽

琴パンソリ併唱、五面太鼓、剣

舞、大琴散調などを披露する。

問い合わせは同院（０３・３３５７

・５９７０）。

◆韓国伝統工芸メドゥプ展
３月２９～４月２５日。大阪韓国

文化院ミリネギャラリー（北

区）。１０～１８時。日曜休館。無

料。開幕式は初日１６時から。

同院と韓国メドゥプ研究会の

共催。韓国重要無形文化財第２２

号メドゥプ技能保有者のキム・

ヒジン名誉会長の作品をはじ

め、同会が所蔵する朝鮮朝時代

のメドゥプ作品や会員が制作し

た現代的な作品などを展示す

る。

問い合わせは同院（０６・６２９２

・８７６０）。

◆創業３０周年記念「古往今来
高麗李朝古陶磁展」

４月１３～２２日。赤坂游ギャラ

リー（東京・千代田区永田町）。

１１～１９時。会期中は休まず営業。

出品は高麗時代１２世紀頃の青

磁鉄彩手瓶、１３世紀頃の青磁白

黒象嵌合子、１８世紀後半～１９世

紀中期までの官窯であった分院

里窯で朝鮮王家のために制作さ

れた白磁陽刻文筆筒（紙筒）

写真
などの文房具を中心にし

た３０点を展示する。

問い合わせは同ギャラリー

（０３・３５９５・７１１１）。

仁
川
に
生
き
、世
代
を
繋
ぐ

ササ
ララ
ムム
賛賛
歌歌

仁仁
川川
発発

戸戸
田田
郁郁
子子

２８

餅屋のアジョシ

李鐘福さん

李李禹禹煥煥ささんん特特別別展展在日画家
韓国の昔話
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福
音
館

書

店

「
力
強
く
、楽
し
い
物
語
」

建
国
高
校
伝
統
芸
術
部
に
密
着

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「
で
ん
げ
い
」
公
開

新宿 K’S
c i n e m a

「
日
本
の
中
の
韓
国
を
訪
ね
て
」

講
演
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

参加者
募 集

グラミー賞

韓
国
オ
ペ
ラ
歌
手
、林
亨
桂

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
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